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転生令嬢は８回生まれ変わっても運命の子爵と結ばれる!?
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　プリシラ・ヴァレンティには、明確な人生の目標がある。

　端的に言えば、幼馴染みとの婚約を解消し、新たな運命の相手を探し出すことなのだが、話はもう少し複雑だ。

　なぜなら、これはプリシラの前世――の前世のそのまた前世、以下略――と関わりの深い話だからである。

　彼女の記憶にある初めての人生は、遥昔の踊り子であったときのものだ。彼女はそのとき、一国の王であった〝運命の相手〟とやらに見初められた。

　前世のプリシラは彼に寵愛されたが、それも短い間のこと。小国が乱立し、それぞれが領土拡大を狙って争っていた時代、彼女は国に潜入していた密偵に殺されてしまった。同時に、内部からじわじわと崩壊していた王国は潰され、王は焼け落ちていく城の中で妻の遺体を抱きながらその一生を終えた。

『また来世で会おう』と約束をして……

　その言葉通り、百年後に生まれ変わった彼女は、再び彼の魂と出会い結ばれた。

　容姿や身分、名前は変わっていても、お互いのことはすぐにわかり、二人は再会を喜んだものだ。

　前世の記憶も残っていたから、その感動は言葉では表せないほどのものだった。

　しかし、幸せな時間も束の間、流行り病にかかった彼はあっけなく世を去り、その看病をしていた彼女も後を追う。

　その後、また死後百年ほどの時を経て生まれ変わり、再び二人は結ばれ……ということを繰り返した。

　その回数、なんと七度に及ぶ。

　ときには身分違い、ときには敵同士など多彩なシチュエーションを経験した。

　途中で死が二人を分かつこともあったし、年を取るまでずっと一緒だったこともある。いろいろな困難があったけれど、「結ばれる」ことは決定事項のようで、どの人生においても二人は必ず結婚し、一緒になった。

　こんな御伽噺のような話には、憧れる者もいるだろう。特に「運命の相手」や「生まれ変わっても一緒に」なんて、女性なら一度は憧れる理想の恋だ。

　プリシラも最初はそうだった。特に二度目の人生は、一度目に無理矢理絶たれた命に未練があったから、神様がくれたチャンスをありがたく思ったものだ。

　だが、運命の恋に感動を覚えたのも三度目まで。四度目には「あれ？　また？」という気持ちが芽生え、五度目、六度目には「もう……いいかな」と食傷気味になる。七度目の前世に至っては運命を通り越して「呪われているのかな？」とまで思った。

　そして、八度目。

　今度の彼女は、王国の名門貴族令嬢プリシラ・ヴァレンティとして生を受けた。一方の〝運命の相手〟は同じく名門貴族の子息、しかも彼女の幼馴染みとして生まれ変わっている。

　二人が生まれる前から父親同士の仲が良く、彼らはちょうど同じ時期に妻を迎え、それぞれ子を儲けた。その子供が同い年の男女だったのが運のつき。二人がまだ赤ん坊の頃から、彼らを結婚させることで両親は合意している。

（おかしい。絶対におかしいわ……！）

　一度や二度ならず、八度も同じ男と結ばれるなんて、運命などという生易しいものではない。呪いや悪夢の類だと言っても過言ではないだろう。

　そうだ。プリシラは悪い夢を見ているのだ。なんとしてもここで目覚め、新たな人生を開拓しなければ！

「よし！」

　姿見の前で両拳を握り、彼女は気合いを入れた。

　今日はプリシラの十八歳の誕生日――彼女の人生の目標に大きく関係する大切な日である。

　プリシラが今回生を受けた世界では、十八歳が社交界デビューとされている。各地で催されるパーティに招待されたり、参加したりできるようになり、外界との繋がりが一気に開けるのだ。

　そのため、彼女はずっとこの日を待ち侘びていた。

　良い所のお嬢様に生まれてしまったせいで、今まで年の近い男性と接する機会はほとんどなかった。接点があると言えば、両親が決めた許婚だけ。

　しかし、パーティならばいろいろな人と話ができる。若い男女はそこで伴侶を探すこともあると聞くし、プリシラにもチャンスはあるはずだ。

　いや、絶対にチャンスを作ってみせる。

　両親が決めた婚約なんて、愛し合う二人の前では絆を強くする試練にしかならない。

　あれは、五度目の人生。婚約者がいた彼女を颯爽と奪った彼が証明している。あのとき、前世のプリシラは自分の運命を疑いつつも、誰よりも強く自分を求める彼の情熱に絆されてしまった。

（かっこよかったのよね……って、違う！）

　そのときのことを思い返し、思わず頬を染めた鏡の中の自分を睨みつける。

「いい？　プリシラ。今度こそ違う男性ひとと恋をするのよ！」

　鼻息荒く自分に言い聞かせ、プリシラは気合いを入れ直した。

　窓の外は彼女の人生を祝福するかのような快晴で、幸先のいい未来を思わせる。

（きっとうまくいくわ）

　こうして、彼女の闘いは幕を開けたのだ――
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　プリシラのやる気は一二〇パーセント、十二分にあった。

　彼女は自身の十八歳の誕生日を迎える随分前から作戦を練り、すでにいくつかのパーティに参加できるよう根回しを済ませている。

　あとは好みの男性を見つけ、アプローチするだけ……なのだが、そこが一番の難関だ。

　なぜなら――

「やぁ、今日も素敵だね。僕の可愛いプリシラ。お誕生日おめでとう」

　この男がいるからである。

　リビングに下りたプリシラを当たり前のように出迎えた彼こそ、彼女の婚約者――彼女の人生にしつこく付き纏う男――現在の名を、オルフェオ・ローエンシュタインと言う。

　銀色の艶やかな長髪を一つにまとめた長身の男を見上げれば、その甘い笑顔が眩しい。

（悔しいけど、顔は好みなのよ。でも、それと結婚は別だもの）

　上品な笑みを崩さない彼の顔は、憎らしいほど美しい。特に紫水晶のような瞳が印象的だ。切れ長の目に、スッと通った鼻筋、薄い唇。背が高いためか細身に見えるが、男性らしくしっかり筋肉もついている。

　タキシードなどで正装すると、どこぞの王子様と言われても納得してしまいそうな麗しさだ。

　今日はフリルシャツにベージュ色のベストとズボンを着て、硬すぎずラフすぎず、身軽に外出するのにぴったりな格好をしている。

「君も十八歳になって、早速明日は社交界デビューだ。僕はやっと世界一の婚約者を皆に自慢できるんだね」

「……あなたと一緒に行くとは一言も言っていないわ」

　差し出された薔薇の花束を受け取ることもせず、プリシラはぷいっと顔を背けた。

　しかし、オルフェオは気を悪くした様子もなく、クスッと笑う。

「ふふ。つれないな、プリシラは。そういうところも愛おしいけれどね」

　この余裕が気に食わない。

　自分に味方がたくさんいるからといって、プリシラを手に入れた気にならないでほしい。

「この子ったら、いつまでも子供っぽくて……ごめんなさいね、オルフェオ」

「プリシラ。オルフェオと一緒でないのなら、パーティには行かせないぞ」

「そんな！」

　プリシラの失礼な態度を嗜める両親を前に、彼女は身を小さくする。

（うぅ……敵が多すぎるわ！）

　オルフェオはもちろん、双方の親も二人の結婚に前向きで、プリシラはまさに四面楚歌状態だ。

「お前はもう一人前の淑女だ。いつまでも我儘を言うんじゃない。一体、オルフェオの何が不満なんだ？」

「それは……」

　しつこく私に付き纏うところです……とは言えず、彼女は言葉に詰まった。

　外見も整っていて、人当たりも良い。文武両道で、将来はローエンシュタイン家の事業を継ぐ。非の打ち所などまったくない。

　そもそも、プリシラだってオルフェオのことが嫌いなわけではないのだ。ただ、運命に流されてきた自分を変えたいだけ。自ら切り拓く人生を生きてみたい。

　前世の記憶があることを、両親には秘密にしている。何度目かの人生でポロッと口を滑らせたら、そのときの両親はプリシラを気味悪がって、屋敷に居づらくなったことがあるのだ。

　この世界の価値観はそのときとは違うけれど、魔女伝説や詐欺まがいの職業はどこにでも存在する。何が起こるかわからないし、できる限りリスクは避けて生きると決めていた。

　それに、「前世の記憶がある」「今は八度目の人生だ」なんて言われて信じる人間なんて、そういないだろう。

　黙りこくってしまったプリシラの肩に、そっと手が添えられる。

「プリシラは照れているだけですよ。それと、少しマリッジブルーかもしれませんね」

　オルフェオがそうフォローすると、プリシラの両親は眉を下げてため息をついた。

「オルフェオったら、たまにはビシッと叱ってくれていいのよ？」

「叱るなんて、そんな。僕はプリシラが一緒にいてくれるだけで幸せですから」

　プリシラの母――ロミルダの言葉に首を横に振り、オルフェオはプリシラの左手を取って、薬指にキスを落とす。

「明日はしっかりエスコートしますよ」

「オルフェオがしっかりしてくれているから安心だわ。こんな意地っ張りな子にも呆れず、優しくしてくれることも、感謝しているの」

　ロミルダはオルフェオに絶対の信頼を置いている。

「感謝だなんて、むしろ、僕がすべきことです。プリシラを産んでくださって、ありがとうございます。彼女を僕の妻に迎えることを許していただいたことも、嬉しいです」

「まぁ……！　オルフェオは本当にいい子で、私も嬉しいわ。プリシラも成人したことですし、正式に誓いを立てないとね。準備も最終段階なのよ」

　外野が盛り上がっているため、二人の結婚式の準備はほぼ双方の両親が進めている。

　プリシラはドレスの採寸の日に体調を崩したふりをしたり、脱走を試みたりしたのだが、そう何度もうまくいくはずがなく……先日、とうとう彼女のウエディングドレスが出来上がってしまった。

　ドレスはそれまで取っておくとしても、結婚式はどうにか違う人の隣に並びたい。

（明日のパーティに賭けるわ）

　オルフェオとロミルダが談笑しているのを横目に、プリシラは再度、自分の意思を確認する。

「早く孫の顔も見たいわ」

　そんな両親たちの会話を聞きながら、彼女は明日、どうやってオルフェオから逃れるかばかりを考えていた。
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　翌日の夜。

　パーティ会場へ向かう馬車の中で、プリシラは不貞腐れていた。

「プリシラ。そんなに頬を膨らませないで。せっかくの社交界デビューなんだから。まぁ、プリシラはどんな表情でも可愛いけれど」

　その原因を視界に入れたくなくて窓の外を見続けているのに、先ほどからしつこく話しかけてくるのは、オルフェオだ。

　せっかく気合いを入れてお洒落をしたが、こぶ付きでは男性とお近づきになるのは難しい。

　今日までの苦労を思い、プリシラは眉根を寄せた。

　長い赤髪は毎日丁寧に手入れをし、スキンケアもバッチリ。パーティ用のドレスもいくつか新しく仕立ててもらった。

　今日着ているのは、華やかさと上品さを兼ね備えた緑色のドレス。ウエストの大きなビジュー飾りがアクセントになっているお気に入りだ。ふんだんに使ったオーガンジーでスカートを立体的に、ボリュームのある形に仕上げている。

　ベアトップで大胆に露出したデコルテを飾るダイヤの首飾りは母から譲り受けたもの。髪飾りや靴も細部までこだわって選んだ。

　昨日もついてくるなと念押しし、それでも迎えにくるだろうオルフェオの裏をかいて馬車を用意させたはずだったのに……

「なんで馬車に乗っているのよ」

「一緒に行こうって約束したからだけれど？」

「してない！」

　柔らかな笑みを浮かべて楽しそうなオルフェオに、プリシラは渾身の睨みを向けた。

「どうして私の邪魔をするのよ」

「邪魔だなんて心外だな。僕は君を守りたいだけだ。〝運命の相手〟である、君をね」

　オルフェオはそう言いつつ、彼女に真っ直ぐな視線を返す。

　その瞳に宿る強い光に、ぞくりと肌が粟立った。

　茶化すのでもなく、怒るのでもない。真剣な声色だけれど、笑顔は崩さない。そのどこか矛盾を含んだオルフェオの表情と言葉に、思わず怯んで唾を飲み込む。

「……その認識がおかしいのよ」

「おかしい？　どうして？」

「だって、そうでしょう？　八度も同じ時代、同じ世界に生まれて結婚するなんて。これはもう呪いの域に達していると思うわ」

　プリシラがそう言うと、オルフェオは目を丸くしたが、直後大きな声で笑い出した。お腹を抱え、涙まで流し始める彼を見て、彼女はムッとして再び口を開く。

「ちょっと、私は真剣に――」

「ごめん、ごめん。プリシラが面白いことを言うから。呪い……か。驚いたな」

　驚いたというより、完全にバカにしているような態度だ。

　プリシラはまだクスクスと笑い続けている婚約者から顔を背け、両手を膝の上で握った。

「とにかく、前世の記憶があっても私は前とは違う人間なの。繰り返す転生が運命でも呪いでも、このまま貴方と八度目の結婚をするのは御免よ。私は私の意志をもって、この人生を生きるわ」

「違う人間……か。僕が惚れ込んだ魂は、確かに君に宿っていると思うけれどね」

「そんなの思い込みだわ。私が〝運命の相手〟だと思っているからそう感じるだけよ。オルフェオ、貴方だって私に縛られる必要はないの。自由に生きればいいのよ。せっかく新たな命をもらったのだから」

　幾度の人生を経験し、わかったことがある。

　世界には様々な種類があって、それぞれに時間の流れがあって、生きる人々も彼らが築いた文明も違うということだ。

　そんな世界を転々とするオルフェオとプリシラは、この果てしない世界の中で二つの魂が「再会すること」がどれほどの確率なのか感じることができる。

　だから、二人が何度も近しい存在として生まれ変わり、巡り合うことを特別に思ってしまうだけだ。

　それを運命の愛だと錯覚している。

「僕は縛られていないよ。これは僕の意志だ」

「私は絶対にオルフェオとは結婚しない」

　断固として意見を変えようとしないオルフェオと、再び真っ直ぐ向き合う。しかし、十八年間、お互い頑なに譲らない議論がここで終わるはずもない。

　相変わらず笑みを浮かべる婚約者は、目を細めてプリシラを見据えた。彼女も負けじと彼を見つめ返す。

「宣戦布告……だね？　いいよ。でも、僕は手加減しない。覚悟して」

「――っ」

　まただ――オルフェオの瞳の奥の光に、畏れのような感情が全身を駆け巡る。

　プリシラは自分が怯えていると悟られたくなくて、グッと下腹部に力を入れた。

「望むところよ」

　はっきりと言い放てば、オルフェオはフッと頬を緩めて「オーケー」と呟く。

　そして窓の外に視線を移し、それからパーティ会場に着くまで一言も喋らなかった。






　オルフェオに付き添われてパーティ会場へ入ると、そこにはすでにたくさんの人々が集まっていて、食事や談笑を楽しんでいた。

　老若男女、パートナーを連れている人もいるし、友人らしき集まりのグループもある。プリシラと同じ年頃の娘たちがそわそわしているのを見て、彼女は肩の力を抜いた。

　無意識のうちに身体が強張っていたらしい。自分が思っているより緊張している。

　それもそうだ。

　十八年――いや、数百年にわたる因縁を断ち切るときが来たのだから。

「プリシラ。何を食べる？　ああ、まずは飲み物を……お酒はダメだよ」

　そのためには、プリシラの隣にぴったりとくっついて離れないオルフェオをどうにかしなければ。

「オルフェオ、私はもう子供じゃないの。それに、貴方に世話を焼かれる筋合いもないわ！　あっちへ行って！」

「それは聞けないお願いだね。はい、どうぞ」

　オルフェオはプリシラが邪険にするのも笑顔で受け流し、通りがかりのメイドが運んでいた飲み物を彼女に差し出す。

　ワインレッドの液体は、お酒ではなく果実ジュースだ。

　それを乱暴に受け取ったプリシラは、一気にグラスを空にすると、オルフェオから離れるべく早足で会場の中央へ歩き出した。

　もちろんオルフェオがついてくるので、プリシラの苛立ちは募るばかり。

（まずはどうやって一人になるかを考えなきゃ……普通に考えて、チャンスはダンスの時間かしら？）

　ダンスが始まれば、パートナーを変えて踊ることも可能だ。

　ただ、男性から申し込むのが一般的な慣わしなので、オルフェオがプリシラから離れてくれないと、他の人からは誘われにくくなる。

（ダメよ！　そんなことを言ってずっと受け身だったから、運命に流されていたんだわ）

　周囲に流されてしまっては、また同じことを繰り返すだけ。そんなこと、七度の人生で飽きるほど経験したではないか。

　はしたなくても、オルフェオに付き纏われていても、まずは行動あるのみだ。

　プリシラは拳を握って自身を奮い立たせる。

「プリシラ、危ないよ」

「きゃっ」

「――おっと！」

　グッと腰を引かれ、身体が仰け反った。

　横から歩いてきた男性とぶつかりそうになったところを、オルフェオが助けてくれたのだ。男性も直前でプリシラに気がつき、身体を除けてくれる。

「私の婚約者が失礼しました」

「も、申し訳ありません」

　真っ先に謝ったのはオルフェオで、プリシラも慌てて頭を下げる。

　考え事をしていて周りが見えていなかった。

「いえいえ、私も余所見をしてしまっていて、申し訳なかった。お怪我は？」

「大丈夫です。貴方のほうこそ……」

　そう言って顔を上げたプリシラは、穏やかな笑みを向ける紳士にドキッとして、頬を染めた。

　プリシラより年上のようだが、パートナーらしき女性は連れていない。

　穏やかな表情を作る優しい目元が印象的で、所作も綺麗だ。茶色の髪を撫で付けて、見るからに高級なタキシードを着ていた。

「私は大丈夫ですよ。可愛いお嬢さんにお怪我がなくてよかった。初めてお見かけするように思いますが、パーティは初めてですか？」

　ははっと爽やかに笑い、プリシラを気遣ってくれる男性は、会話を広げるのも得意のようだ。

「は、はい。あの、今日が社交界デビューで……」

　ちらりと視線を上げると、彼は首を傾げてプリシラの視線を受け止める。

「そうでしたか。私はアルノルト・ヒューゲルと申します。お名前をお伺いしても？」

「プリシラ・ヴァレンティです」

「ヴァレンティ家のご令嬢でしたか。では、こちらがローエンシュタインの……？」

　アルノルトがプリシラの隣に移る。

　プリシラとオルフェオの婚約は、社交界ではすでに知られているらしい。そのことを悟り、プリシラは顔を顰める。

　本当に、厄介な家柄に生まれてしまったものだ。

「オルフェオと申します。以後、お見知りおきを」

「こちらこそ。パーティは人が多くて大変でしょう。可愛らしい婚約者から目が離せませんね」

「オ、オルフェオはただの幼馴染みです！」

　プリシラが否定すると、アルノルトは目を丸くした。

「婚約は親同士が決めたことで、私は……」

「なるほど。それは、私にもチャンスがあるということかな？」

「えっ？」

　今度はプリシラが驚く番だ。一方、アルノルトは笑顔に戻り、少々おどけた様子で片目を瞑ってみせる。

　婚約者という関係を否定したのは、パーティで「運命の人」を探すのに足枷になると思ったからだった。

　まさかすぐに食いついてくる男性が現れるとは思っていなかったので驚いたが、それと同時に期待が顔を出す。

　もしかしたら、アルノルトは一目でプリシラを気に入ってくれたのかもしれない……

　外見も悪くないし、年もそこまで離れていなさそうだ。話した感じも気さくだし、穏やかで優しそうな男性。ヒューゲル家といえば、現当主が鉱山開拓に投資して成功したとかで、経済的にも随分豊かになったと聞く。

　結婚相手としては、かなり良い条件なのではないだろうか。

「アルノルト様、ご冗談が過ぎますよ。プリシラの婚約者は僕ですから」

「ははっ、これはすまない。プリシラ嬢の緊張を解いて差し上げたかったのだけれど、余計なお世話だったみたいだね。オルフェオくんがいれば安心だ」

「そんなこと――」

　プリシラが否定しようと前のめりになると、オルフェオが彼女の身体をサッと引き寄せる。

　強く腰を抱かれたまま彼を見上げたプリシラは、その真剣な表情に身体を震わせた。その表情が、今まで前世で幾度も見てきた彼のそれと重なったから。

　暴れ出す心臓を落ち着けようと、胸に手を当てる。

「ええ。彼女は僕が守ります。貴方の入る余地はありませんよ」

「それは心強いな。それでは、邪魔者は退散するとしよう――」

　その間に男二人は話を切り上げてしまい、アルノルトは最後、オルフェオの肩に手を当てて彼の横を通り過ぎていった。

「二人とも、パーティを楽しんで」

「あ……！」

　その後ろ姿はすぐに見えなくなって、プリシラは肩を落とす。オルフェオも彼の背中を追っていた視線を婚約者に戻し、その手を取った。

「ダンスが始まる。行こう」

「あっ、ちょっと！」

　会場に流れていたオーケストラの演奏がダンス音楽に変わると、広間の中心に人々が集まり出す。

　そこで立ち止まると他の人の邪魔になるため、プリシラは仕方なくオルフェオに合わせてステップを踏んだ。

　小さい頃からダンスのレッスンは一緒に受けていたので、踊りやすい。

　プリシラは彼に身を任せつつ、視線を忙しなく動かし、アルノルトの姿を探した。

「プリシラ、あの男のことが気に入ったの？」

　もちろん、オルフェオはそんな彼女に気づき、不満そうな声を出す。プリシラも対抗して不機嫌さをアピールしようと低い声を出した。

「何よ、悪い？　外見も人当たりもいいし、ヴァレンティ家には及ばなくても名のある貴族だわ」

「……確かに、巷では有名だけどね。ねぇ、プリシラ。もう一度聞くよ。覚悟はできているんだよね？」

　冷たい声が上から降ってきて、ぞくりと寒気にも似た感覚に支配される。プリシラは思わず唾を飲み込んで、彼を見上げた。

「な、何が？」

「さっきの馬車での話だよ。『望むところ』なんだよね？」

　オルフェオが口角をやや上げて、不敵な笑みを浮かべている。

「そ、そうよ。絶対に負けないわ」

「うん。じゃあ、僕も心置きなく君を捕まえられるね」

　ちょうどそこで一曲目が終わり、オルフェオがプリシラの手を離した。直後、耳元に彼の吐息が落ち、「あんまり羽目を外すと、お仕置きだから」と囁かれた。

　それからオルフェオは、プリシラに背を向けて歩き出す。

「えっ、ちょっと、オルフェオ――」

「少しだけ自由にしてあげるよ。だから、君には僕しかいないって気づくための有意義な時間にしてね」

　振り返ってそう言うと、オルフェオもまた人ごみの中へ紛れてしまった。

「な、何なのよ……」

　執拗に付き纏っていたと思ったら、あっさりプリシラのそばを離れるなんて。それなのに去り際の台詞が『君には僕しかいない』とは、矛盾している。

　二曲目が流れ始めたところで、プリシラはハッとしてダンスフロアから離れて会場の端へ移動した。

（オルフェオ……？）

　周りを見回してみるが、婚約者の姿は見つけられない。

　彼は本当にプリシラを自由にしたということか。

（よくわからないけど……チャンス、なのよね？）

　理由は何であれ、オルフェオが自分から離れてくれた。しかし、去り際の彼の言葉が何か引っ掛かる。

　大体、今までプリシラから離れようとしなかった上にアルノルトを牽制までしたくせに、突然態度を変えるなんて、勝手すぎる。

（でも、これで作戦を実行できるわ）

　プリシラはそう考え直し、なぜかイライラする気持ちを心の奥底に押し込んだ。そして、アルノルトを探すために歩き出す。

　広いパーティ会場で、大勢の人々がいる中、目当ての人物を見つけるのは一苦労だ。

　まるで迷路のような人ごみに汗が滲む。

「あら？　プリシラ？」

「え？」

　誰かに名前を呼ばれた気がして立ち止まると、肩をポンと叩かれた。

「やっぱり、プリシラじゃない。貴女もこのパーティに来ていたのね」

「パウラ！」

　彼女はプリシラの友達で、よくお茶会に招待してくれる娘だ。

　背丈が同じくらいで赤髪という外見の似た二人は、ファッションも色やデザインの好みが同じで気が合う。今日もパウラは淡い緑色のドレスを着ていて、二人はお互いの格好に笑い合った。

　パウラの年はプリシラの一つ上なので、社交界デビューは彼女のほうが先に済ませている。母同士が仲良く、オルフェオとも知り合いだ。

「オルフェオはどうしたの？　まさか、一人で来たわけではないでしょう？」

　パウラの問いに、プリシラは苦笑いを返す。

「う、うん……さっきはぐれちゃって」

「ああ、それで探していたの？　でも、あんまり動くと却って見つかりにくくなるわよ。あ、ほら、バルコニーは人が少ないし、あそこで待つといいわ。オルフェオなら貴女を見つけられると思うし」

「えっ、あ、いや……」

　はぐらかした手前、他の男性を探しているとも言い出せず、プリシラはパウラに手を引かれてバルコニーへ出た。

　夜風が冷たくて気持ちいい。

「プリシラに会えて良かった。もうすぐ迎えが来るとは思うんだけど、やっぱりパーティは苦手だわ」

「もう帰るの？」

　パーティは始まったばかり、ダンスもまだ二曲目だ。

「うん。やっぱり居心地が悪いの。誰からもダンスは誘われないし、周りの視線も気になるし……お母様がうるさいから、今日は仕方なく……少し顔を出すだけの約束で来たのよ」

「そう……」

　パウラの言葉がチクリと胸に刺さり、プリシラは俯いた。

　彼女は昨年、婚約を解消したのだ。

　理由は婚約者の不貞。向こうから縁談の申し入れがあったにもかかわらず、相手のほうが他に目移りしたという。

　しかもその女性との間に子供ができてしまったというのだから、事態は修羅場どころの話ではなかったそうだ。

　パウラはすべてのことが済んでから、笑い話としてプリシラにそれを教えてくれたけれど……

　社交界というのは、広いようで狭い。瞬く間に広まってしまった噂は、パウラを傷つけ続けている。

　そのせいで、彼女は社交界のパーティへの参加を控えていた。

　好奇の視線に晒されるのは誰だって良い気分ではない。悪いのは相手なのに、なぜかパウラのことを責める人までいるから、なおさらだ。

　美人で器量のいい彼女を羨んで、パウラに原因があったと嘘の噂を流している人がいるのだろうとプリシラは思っていた。

「パウラは何も悪くないんだから、胸を張って堂々としていればいいのよ」

「うん、ありがとう」

　プリシラを心配させまいと笑顔を作る友人を見て、また胸に痛みが走る。

　自分との婚約を解消したら、オルフェオの笑顔もこんなふうに悲しみに染まってしまうのだろうか。

　婚約解消について、パウラに落ち度はなかった。オルフェオにも悪いところは何もない。

　それなのに、プリシラは「同じ人生を歩みたくない」という我儘にも似た感情から、彼を捨てようとしている。

　友人を励ましながら、彼女を傷つけた男と変わらないことをしようとしている自分はひどい。

「プリシラが羨ましい。オルフェオはずっと貴女一筋だもの」

「あ、あれは、ちょっと特殊すぎるというか……」

　確かに一途には違いない。しかし、さすがに限度というものがあるだろう。

「もう、プリシラったら、愛されすぎて感覚が麻痺しているんじゃないの？」

「そう……なのかな？」

　普通なら、オルフェオの気持ちを嬉しいと思うのだろうか。

　何百年という時を経ても変わらない、彼の愛を――

　嫌だと思っているわけではない。ただ、彼との八度目の再会を素直に喜べない自分がいることに、引っ掛かっている。

「そうよ。あんまりオルフェオを困らせてはダメだからね？　きっと今頃、貴女を必死になって探しているわ」

　考え込んでしまったプリシラにそう言うと、パウラは「迎えの時間だから、もう行くわね」とプリシラの肩を優しく叩く。

「あ、外まで一緒に行くわ」

「私なら大丈夫よ。貴女はここから動いたらダメ。オルフェオが来るまで、大人しくしているのよ。それじゃあ、またね。近いうちにお茶会で」

　パウラはプリシラの申し出をやんわり断り、そのまま会場を後にしてしまった。

　バルコニーに残されたプリシラは、会場の喧騒を聞きながら、オルフェオは自分を探しにくるだろうかと考える。

　パーティにくっついてきて、執拗にプリシラの後を追いかけていた婚約者。

　しかし、プリシラがちょっと他の男性に興味を持った途端「有意義な時間を過ごせ」と言って、あっさり自分から離れていった。

　望んでいたことのはずなのに、どうしてこんなふうにもやもやしてしまうのだろう。

（一体、何がしたいのよ！）

　考えているうちに苛立ちが湧き上がってきて、プリシラはむぅっと眉間に皺を寄せた。

　煮えきらない自分の気持ちにも、「心置きなく君を捕まえられる」と言ったきり姿を消した婚約者にも怒りが湧く。

「プリシラ嬢、そんなに難しい顔をしてどうしたのかな？　婚約者くんとはぐれてしまった？」

「え……」

　その声のほうへ顔を向けると、アルノルトが立っていた。

「アルノルト様」

「おや、覚えていただけていたとは光栄だな」

「もちろんです。先ほどは失礼いたしました」

　プリシラはドレスのスカートを摘み、お辞儀をする。

「気にしないで。そうだ、よかったら一曲お付き合い願えますか？」

　アルノルトはそう微笑んでプリシラに向かって腰を折った。彼女は彼の申し出を受け、二人はダンスフロアへ戻る。

　エスコートには慣れているのか、アルノルトの所作は流れるようで綺麗だ。しかし、プリシラのステップとは少しテンポがずれる。

　どことなく踊りにくさを感じつつ、プリシラは足を動かした。

「オルフェオくんはどうしたの？」

　すると、アルノルトが問いかけてきて、プリシラは俯いて答える。

「知りません。親が決めた婚約者なんて」

　そうだ。プリシラがここへ来たのは、運命に逆らうため。オルフェオがプリシラを解放したのなら、絶好のチャンスではないか。

　しかも、探していたアルノルトと二人になれた。

　これは運がプリシラに味方してくれているということだ。

「君は、オルフェオくんとの結婚が嫌なの？」

「嫌というか……彼以外の人を知らないので……」

　しきりに足元に視線を落としつつ、プリシラは歯切れの悪い答えを返す。

　なぜだろう。先ほどオルフェオと踊っていたときは、転ぶかもしれないなどと一瞬たりとも思わなかったのに、今はいつもと違うリズムに乗り切れなくて不安だ。

　ずっと一緒に練習してきた相手と今日初めて踊る相手を比べることはできない。でも、どうしてもオルフェオのことが頭をチラついた。

　彼はもっとしっかりプリシラの手を引いてくれる。彼女のステップに合わせてくれるし、ターンも絶妙な力加減で支えてくれる。

（……って、どうしてオルフェオのことばっかり！）

　プリシラはハッとして首を横に振り、努めて笑みを浮かべてアルノルトを見上げた。

　今考えるべきことは、彼と親しくなる術だ。オルフェオのことじゃない。

「ずっと一緒にいるから、周りが勝手に盛り上がっているだけなんです。私は、もっと他の――」

「なるほど。プリシラ嬢は刺激がほしいんだね」

「え……？」

　アルノルトの笑顔を見て、鳥肌が立った。

　オルフェオと同じ――獲物を捕らえるような目。ぞくりとする感覚は似ているのに、違う。今感じる震えには、「逃げたい」という気持ちが入っている。

「二人きりになれるところへ行こうか」

　曲が終わるのと同時に、腰をしっかり抱えられ人ごみの中を歩く。

「あ、あの、ちょっと待って……！」

　身をよじって彼から逃れようとするものの、大勢の人の流れに逆らうことができず、プリシラはアルノルトに引っ張られて、パーティ会場の外へ出てしまった。

「ア、アルノルト様」

　ダンス音楽が遠のいていく。

　アルノルトはどんどん人気のないほうへ廊下を進んでいって、プリシラは恐怖を感じ始めた。抵抗しなければと思うのに、強く掴まれている手を振りほどけない。

　大きな声を出すことも、彼を押し退けることもできず、プリシラはひどく狼狽する。

（怖い……！）

　自分はこれからどうなってしまうのだろう。

　おろおろしているうちに、裏口らしき場所へやってきてしまった。

　そこにいた従者に馬車を頼んだアルノルトは、壁際にプリシラを囲い込む。

「すぐに馬車の用意ができるよ」

「あ、あの、私……」

　顔をグッと近づけられて、プリシラは一歩後ずさり、俯いた。

　しかし、もう背中は壁にくっついているので、これ以上アルノルトと距離を取ることはできない。

「恥ずかしがっているのかい？　可愛いね、プリシラ」

「――っ」

　ぞわぞわっと嫌悪感が背筋を伝った。

　オルフェオに「可愛い」と言われて、こんな気持ちになったことはない。

「これからもっと親しい関係になるんだ。力を抜いて」

　アルノルトの手がプリシラの首筋に触れる。指先がつぅっと彼女の鎖骨まで下り、胸元を彷徨う。

「やめ――」

「アルノルト！」

　プリシラが声を上げようとした瞬間、大きな声が響いた。

　彼女はアルノルトの手首を掴んだまま、声がした方へ顔を向ける。そこには、プリシラより少し年上の女性が肩を上下させて立っていた。

「あなたたち、こんなところで何をしているの！」

「ア、アンナ！」

　アンナと呼ばれた彼女は、その水色の瞳にしっかりとプリシラを捉え、こちらへ歩いてくる。

「貴女、妻がいる男性に手を出すなんて、どういうつもり？」

　綺麗な金色の髪を一つにまとめあげ、艶やかなドレスを纏ったその人は、アルノルトの妻らしい。

　彼女の呼吸が乱れていることから、かなり急いでここへ駆けつけたことがわかる。プリシラに向かってくる足取りも、一歩一歩が大きくて彼女の怒りを表していた。

　そして、それはプリシラに向けられている。

「わ、私、そんなこと……！」

　そこまで言って、プリシラは言葉に詰まった。

　もうその気はこれっぽっちも残っていないけれど、プリシラはアルノルトにアプローチをするつもりだったのだ。思わせぶりな態度を取ったのも自覚している。

　こんな事態を予想していなかったので、うまく誤魔化す術が出てこない。

「こんな人気のない場所に来ておいて、言い訳するつもり？　パーティはまだ終わらないのに、裏口からこそこそとどこへ行こうとしていたのよ！」

「ち、ちが……」

「何が違うと言うの！」

　鬼の形相で自分を問い詰めるアンナの勢いに、プリシラは完全に押されてしまう。

　プリシラは強引にここまで連れてこられただけだ。

　アルノルトは自分が既婚者だと言わないまま、プリシラと深い関係になりたいような口ぶりで触れてきた。

　しかし、プリシラにまったく非がないわけではないので、弁解が難しい。

　アルノルトはアンナの怒りの矛先が彼女に向いているのをいいことに、どこか余裕の表情で妻がプリシラを問い詰める様子を眺めている。

　アルノルトはもちろん自分に都合の悪いことは口にしないだろう。

　きっと、アンナの誤解通りプリシラに責任をなすりつけて逃げるつもりだ。

　どうしよう――きちんと事実を述べればいいだけなのに、罪悪感や狼狽が先に立って言葉が出ない。アンナには、プリシラの慌てる様子がさらに自分の非を認めているように見えているはずだ。

　背中に嫌な汗が伝うのを感じ、両手を握りしめる。そのとき――

「遅くなってすみません」

　穏やかな声が緊張した空気に割り込む。

「おや、失礼。アルノルト様の奥方様ですか？　私、オルフェオ・ローエンシュタインと申します。プリシラの婚約者です。この度はアルノルト様に助けていただきまして、感謝しております。ありがとうございました」

「助けて……？」

　突然現れたオルフェオに、アンナは毒気を抜かれたような表情になった。

　この場に第三の人物がいたこと――夫と若い娘が二人きりではなかったことに安心したようにも見える。

「ええ。今日は初めてパーティに参加したので、アルノルト様がいろいろと教えてくださったのです。気を遣ってダンスまでご一緒していただきました。しかし、緊張のせいかプリシラは途中で気分が悪くなってしまって……私が馬車を手配する間、彼女の介抱をアルノルト様が申し出てくださったのです」

　説明しながらプリシラに近づき、オルフェオは彼女の肩を抱き寄せる。

　その瞬間、プリシラの身体の力が抜け、彼女は婚約者の胸に体重を預けた。

　先ほどアルノルトに触れられたときは、指先だけでも怖くて震えが止まらなかったのに……

　プリシラの肩に添えられた手は、温かくて安心する。

「医者を呼ぶほどでもないかと思っていたので、助かりました。玄関ホールは、まだパーティに来る方もいらっしゃって馬車や人通りが多いので、裏口から帰るところで……」

「そ、そうなんだよ。裏口は会場から少し遠いからね。案内していたところだ」

「まぁ、そうだったの。体調が悪いところに大声を出してしまってごめんなさい。でも、それならそうと早く説明してくれたらよかったじゃないの」

　アルノルトがわざとらしく手振りを交え、オルフェオの話に乗ってくる。アンナは少し怪訝そうな顔で夫を見つめた。

「お前が勢いよく捲くし立てるから、話し出すタイミングがなかっただろう」

「それは……ごめんなさい。私ったら、てっきり……」

　アンナは苦々しい顔で居心地が悪そうだ。

「いいえ。こちらこそ、奥方様への配慮が欠けておりました。申し訳ありません。後日、改めてお詫びとお礼に伺います」

　オルフェオが恭しく腰を折ると、アンナは持っていた扇子を口元に当て、上品に笑う。

「そんなこと気にしないで。プリシラ嬢、お大事にね。何はともあれ、社交界デビューおめでとう」

「は、はい。ありがとうございます」

　オルフェオがうまく話をまとめたところで馬車が裏口に止まり、プリシラは彼に促されて外へ出る。

　アルノルトはしれっと妻の肩を抱き、プリシラに「お大事に」と笑顔を向けている。

　彼女は引き攣った笑顔で軽く頭を下げ、馬車へ乗り込んだ。

「さて、プリシラ。有意義な時間を過ごせたみたいだね？」

　隣に座ったオルフェオが早速皮肉を言うので、プリシラはムッと眉間に皺を寄せた。

「何よ。助けたつもりでいるの？」

「助けてほしくなかった？　君はアルノルトに触れられたとき、泣きそうになって震えていたみたいだけれど」

　この男は一体いつから二人のやりとりを見ていたのだろうか。

　図星を突かれて口ごもったものの、悠然とした婚約者の態度が気に食わず、プリシラも負けじと言い返した。

「べ、別に！　あれくらい、自分であしらえたわ」

「素直じゃないね」

　すると、オルフェオはクスッと笑ってプリシラの首筋を指先でなぞった。ビクンと彼女の身体が跳ねるのを、目を細めて見ている。

「こんなふうに触れられて……怖かったでしょう？　僕が触れるのとは違うもの」

「あ――っ、や、やめてよ」

　先ほどアルノルトに触れられた場所――オルフェオの指先は、まるでその道筋が見えているかのように鎖骨をなぞり、胸元へ下りていく。

　ぞくぞくとする感覚は、同じようで違う。

　手を繋いだり、肩を抱かれたりするのとは違う……もっと、深く交わろうとする意思を感じる。プリシラとして彼に触れられるのは初めてなのに、彼女の中の記憶が〝彼〟の感触を思い出してしまう。

　オルフェオが触れると、その場所は火がついたみたいに熱くなり、熱が身体の奥へ染み込んだ。

「プリシラ」

　彼の片手がプリシラの頬に添えられ、真っ直ぐに見つめられる。

「意地っ張りな君には、少しお仕置きが必要みたいだ。君も十八歳になったし、名実共に僕のものになってもいい頃だよね」

「な、何言って――」

「大丈夫。乱暴にはしないから」

「ちょっ、んんっ!?」

　不敵な笑みを浮かべたオルフェオの唇が、プリシラのそれに重なる。

　ちゅっ、ちゅっと啄むようなキスを何度か繰り返した後、舌が唇を舐め、強引にそれを割ろうとしてくる。

「んっ、んぅ」

　顔を背けて抵抗しようとするものの、頬をしっかり支える大きな手がそれを許してくれない。プリシラが身体を後ろにずらす分だけ、オルフェオも前へにじり寄り、逃げるどころか座席の隅に追い込まれてしまった。

　さらにオルフェオは、もう片方の手をプリシラの背に回し、ドレスの紐を解いてしまう。

「ちょ――っ！　んっ、んんぅ」

　それに抗議しようと思わず声を上げたところで、熱い舌が彼女の口腔へ潜り込んだ。

　ざらついた感触が歯列や上顎をなぞって、ぞくぞくする。逃げる舌を執拗に追いかけられ、やがて、お互いの唾液が絡む音が微かに聞こえ始めた。

「ふ、ん……っ、ン……あっ」

　くちゅ、といやらしい水音に、プリシラの身体が震える。

　この人生では初めての口付けなのに、彼の唇の柔らかさや熱は懐かしい気がした。身体は別の人間になっているというのに、そんなことはおかしい。

　でも、プリシラはこのキスを知っている。

　彼の舌の動き、呼吸をするタイミング……唇が離れるとき、うっすら目を開けると彼もまた自分を見ていることも。

「オル、フェオ……」

「思い出した？　僕とのキス、気持ちいい？」

　濡れた唇を舐めるとき、彼は自分を誘っている。そして、その淫靡な誘惑に逆らうことは許されない。

　オルフェオはプリシラの返答を聞かないまま、再び唇を重ねた。

「ん……っ、や……ダ、メ……んんっ」

　彼の胸を押し返そうとするが、それも形だけの抵抗になりつつある。プリシラは無意識のうちにオルフェオの舌の動きに合わせ、彼に応えていた。

　その唇の熱さに気を取られ、自分のドレスがどんどん緩んでいくのにも気がつかない。

　激しくなっていく口付けのせいで、飲み込みきれない唾液が口の端から零れていく。やがて、それを追ってオルフェオの唇が彼女の顎を伝った。

「あっ、な、なんで――ッ」

　そこでようやく乱された胸元に気づき、プリシラはオルフェオの肩を掴んだ。

「なんでって、ココ触られたでしょう？　だから、お仕置き」

「あ――」

　ねっとりと、指とは違う感触が伝っていくのは、アルノルトに触れられた場所。オルフェオは何度もその道筋を往復し、さらに首筋、鎖骨、胸元に強く吸い付き、花を散らした。
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「やだっ、痕、つけたら……」

「もうついちゃったよ。もっとつけるけど」

「ちょっ、そこは触られてな――やだっ」

　オルフェオがドレスの布を引っ張るので、プリシラは慌てて胸の前で両手を交差させる。しかし、彼は簡単にその手を掴んでプリシラの頭上でひとまとめに押さえつける。

　馬車の窓に触れる手が冷たい。自分の身体に火がつけられたことを思い知らされるみたいで、頬が真っ赤に染まった。

　オルフェオがまろびでた乳房をじっと見つめているからなおさらだ。

「み、見ないでよ……」

「どうして？　綺麗だよ」

　羞恥に瞳を潤ませるプリシラを見て、オルフェオが嬉しそうに笑う。そして、膨らみをその手に包み込むと、ゆっくり力を入れた。

「柔らかいね……大きさもちょうどいいし、ここも赤くて可愛らしい。ほら……」

「あっ、や……」

　ツンと赤い蕾を突かれ、プリシラの背がしなる。ふるりと揺れた膨らみがオルフェオに突き出されるような体勢に、彼がフッと笑った。

「感じやすいのも変わらないんだ」

「あぁっ、やめ――んっ、は、あン」

　嬉しそうに呟いた後、オルフェオが硬くなった先端に舌を這わせた。ねっとりと舐めた後、舌先でちろちろと小刻みに刺激を与える。さらにそれを咥えると、熱い口内でも同じように舌で器用に愛撫した。

「あ、あ……やだ、もうやめて」

「ダメだよ。お仕置きだって言ったでしょう？　それに、そんなに声を出したら御者にバレちゃうよ。いいの？」

「――っ、い、嫌」

　首を振って懇願するが、オルフェオは愛撫をやめる気配がない。

「じゃあ、頑張って声抑えて。こっちもしてあげるから」

「あっ！」

　今度は反対側の乳房に吸い付かれる。思わず出てしまった大きな声に、慌てて口を引き結ぶ。

　それを上目遣いで確認したオルフェオは、もう片手を先ほどまで愛撫していたほうの蕾へ伸ばす。濡れた先端を摘んでぐりぐりと刺激したり、人差し指で引っ掻くようにしたり、巧みに快感を引き出した。

「んんっ、やぁ……あっ、オルフェオ……」

　下腹部に熱が燻っていくのがわかる。

　ドレスのスカートの中で膝を擦り合わせ、足の付け根の奥から溢れそうになるものを堪えようとするが、次々と生まれる悦楽には逆らえない。

　募るばかりの歯痒さに、やめてほしいと思っていた気持ちが薄れ、この疼きをどうにかしてほしいと思うようにさえなる。

　ところが、プリシラの気持ちとは裏腹にオルフェオがピタリと愛撫をやめてしまった。

「あ……オ、オルフェオ……？」

　婚約者の戸惑いの表情を見ると、彼は乱れたドレスを軽く整え、自分のジャケットを羽織らせる。それとほぼ同時に馬車が止まり、しばらくして扉が開いた。

「着いたよ、プリシラ」

「え……？」

　彼に手を引かれ外に出たプリシラは、見慣れない屋敷を前に呆然とする。

「こ、ここは？」

「僕たちの新居だよ。今日からここで生活していいって許可ももらってる。ほら、行くよ」

「えっ、きゃ――」

　状況が飲み込めないプリシラの身体を軽々と横抱きにし、オルフェオは屋敷の玄関へ進んでいく。

　使用人もすでに配置されているようで、玄関には執事やメイドがずらりと並び、二人を迎えた。

「おかえりなさいませ」

「ただいま。僕たちはもう休むから、君たちも仕事を終えたらそうしてよ。明日の朝はゆっくりで構わない。プリシラの湯浴みの用意だけ忘れないでね」

「承知いたしました」

　オルフェオは慣れた様子で指示を出し、階段を上がって寝室らしき部屋へ入った。

　そのまま真っ直ぐベッドへ向かい、プリシラを下ろすと、ジャケットを床へ落とし、彼女のドレスも脱がせ始める。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　今日からここで生活って、そんなこと聞いてない！」

「だって、言ったら反対するでしょう？　プリシラのご両親が、これくらいしないと君は納得しないだろうって言うから」

「どんなふうに言われたって納得しないわよ！」

「うん。だから――」

　手足をバタバタさせて、オルフェオから逃れようとするプリシラは、ベッドを下りようと体勢を変えたところで彼に腰を抱え込まれた。

　ベッドの中央に引きずり戻され、ついでにドレスと離れ離れになり、彼に覆いかぶさられる。

「身体に教えてあげる」

「や、ン――」

　両手を真っ白なシーツに縫い付けられ、唇を奪われる。

　抵抗しなくてはいけないのに、前世の記憶にある口付けを再現されると、身体が言うことを聞かなくなった。

　先ほど中途半端に灯された熱も、プリシラの思考を溶かしてしまう。

　貪るような激しいキスに翻弄されて、彼女の身体から力が抜けたところで、オルフェオがようやく唇を離した。

「こんなに素直に反応するくせに、納得しないなんて、往生際が悪いよ。プリシラ」

「ああ――っ」

　下着の中に手が入り込み、長い指が秘所を探る。割れ目に沿ってぬるぬると動かされる指に、敏感な芽を擦られて腰が跳ねた。

「やっ、これは、違う！」

「嘘つかないで。こんなに濡れてるのは、さっき馬車の中で僕に触られたからでしょう？」

　オルフェオはそう言うと、愛液を塗り込むように指の腹で秘芽を擦った。同時に彼女の膨らみに舌を這わせ、先ほどと同じようにその先端を口内で嬲る。

「やぁっ、あっ、あぁん」

　一番敏感な部分に触れられ、プリシラの意思に反して腰が浮く。強い快感が身体中を駆け巡って目の前に火花が散った。

　小刻みに動く指先が生み出す悦楽を追ってしまう。そうして強く意識すると、身体は一層本能に従順になり、プリシラはシーツを握って迫ってくる波に身体を委ねた。

「ああ、あっ、ン……はぁ、あ――ッ」

　ビクンと腰が跳ね、身体が軽く痙攣する。

「ん、軽くイッたね」

　オルフェオが満足そうに呟き、プリシラの額にキスを落とした。そして、力の抜けた彼女の足から下着を引き抜き、両足を広げさせる。

　そのままそこへ顔を近づけ、足の付け根を舌でなぞり始めた。

「あ、やめ……っン、ダメッ」

　柔肌を啄み、花びらを舌でなぞったり、唇で挟んで扱いたりして、くぼみに沿って舌が上下する。泉の入り口では、じゅるっと音を立てて溢れる蜜を吸われ、耳からも煽られた。

　ねっとりと舌全体を使って秘所を舐め回したかと思えば、舌先で秘芽を突く。

「ああ――っ」

　あまりの快感に、プリシラは身を捩って喘いだ。

「もっ、やぁ……オルフェオっ！」

「ダメだよ、プリシラ。君はまた初めてなんだから、もっとほぐさないと」

　逃げようとするプリシラの腰を掴み、オルフェオは口での愛撫を続ける。

　絶えることなく襲ってくる悦びに、プリシラは嬌声を上げ続けた。

「あっ、あ……ッ、ん、あぁあっ」

　奥から溢れる蜜を吸い、泉の中まで舌を差し込んで……オルフェオは飽きることなく、彼女の花園を暴く。

　やがて、しとどに濡れた花びらを指先でなぞり、入り口に指を沈めた。

「あぁん、んっ、は――」

　まだ誰にも触れられたことのなかった彼女の中は、突然入り込んできたそれを異物として認識する。

　でも、溢れる蜜のおかげで痛みはない。違和感はオルフェオが秘芽を吸って生み出す快感に塗りつぶされている。

「中、熱いね……それに、とろとろだ。ちゃんと僕を覚えているんだね。この身体は初めてなのに、こんなに感じてくれて嬉しいな」

　はぁっと熱い吐息が秘所にかかる。うっとりと呟いたオルフェオは、プリシラの反応に満足しているようだ。

　オルフェオは泉の浅い部分で指を出し入れしながら、赤く膨れた芽を舌で嬲った。

「あっ、あ、も……ダメェ……」

「ん、いいよ。イッてごらん」

　彼のもう片方の手が胸へ伸ばされ、その先端をきゅっと強めに摘まれる。胸と秘所の一番敏感な場所を同時に攻め立てられ、プリシラは悲鳴のような声を上げた。

　もう我慢できない。この疼きを解放したい。

　迫り来る大きな波に逆らえず、プリシラは足の爪先に力を入れた。

「はぁ、ン、あぁっ、あ――」

　一瞬呼吸が止まり、身体が仰け反ったまま固まる。

　汗が全身から噴き出す感覚と共に、周囲の音と心臓の音が混ざって聞こえ始め、プリシラはぐったりと手足を投げ出した。

　そんな彼女を見つめ、オルフェオは目を細める。

「ああ……懐かしいね。僕の愛撫で君がイくときの感覚……煽られるな」

　独占欲を隠そうともしない彼の発言に、ぞくぞくと鳥肌が立つ。

　衣擦れの音を遠くに聞きながら、プリシラはその感覚に含まれた自分の気持ちに戸惑う。

（こんなに、気持ちいいなんて……）

　拒んでいたはずだった。いや……果たしてプリシラは本当に彼を拒絶していたのだろうか。

　運命の相手を最初から決められているのが嫌で、自分の意志で伴侶を見つけると決意した。そして今日、その通りに行動したはずだった。

　でも、結局途中からプリシラはオルフェオのことばかり気にして……

　アルノルトから助けてもらったとき、馬車でキスをされたとき、絶頂に導かれたとき――プリシラの抵抗は本気ではなかった気がする。

　だって、アルノルトに触れられたときは、思わず彼の手を払いのけたくらいだったのだ。それが、オルフェオに対しては身体の疼きをどうにかしてほしい――もっと触れてほしいと思ったなんて。

「プリシラ。何を考えているの？」

「あ……」

　オルフェオの影が覆いかぶさっていて、プリシラは我に返る。そして、彼が一糸纏わぬ姿になっていることに気づき、ごくりと唾を飲み込んだ。

　オルフェオは本気だ。

　――名実共に、僕のものになってもいい頃だよね。

「ま、待って、オルフェオ」

「待ったよ。十八年……いいや、前世で君と別れてから百年以上、ね」

　プリシラの両足の間に身体を挟みこみ、濡れそぼった秘所に昂りを擦り付ける。

「い、いや！　お願い、最後まではしないで」

「ダメ。プリシラ、君は僕のものだ。今までも、これからも、ずっと……ね」

「やあ――っ」

　ぬぷっと、昂りの先端が泉へ入り込む。ゆっくりと時間をかけて隘路を広げ、進んでくるその熱量に息が詰まりそうだ。

「あっ、あ……」

「はぁ……すごい。君の中、僕に吸い付いてくる。ねぇ、わかる？　離したくないって、言っているみたい」

　恍惚の表情でそう言うオルフェオは、プリシラの中の感触を味わうかのように目を瞑り、じわじわと腰を進める。

「はン、あぁ……」

　破瓜の痛みはあるのだが、それ以上に身体が反応するのは、前世の記憶のせいなのだろうか。プリシラの身体は初めて受け入れるはずの雄を、喜んで奥へ導いているかのようだ。

　やがてそれが最奥に辿り着くと、熱い吐息を零し、オルフェオはプリシラを抱きしめた。

「プリシラ……僕のプリシラ……また、一つになれた」

「あぁんっ、や、動かないで……だめっ、だめなの！」

　緩やかに腰を動かされると、微かな快感を拾おうとする身体を意識してしまう。そうすると、悦楽が一層強く感じられて、おかしくなりそうだ。

「ダメじゃないよ、プリシラ。すぐに気持ちよくなる」

「んんっ、あっ、あぁっ！」

　気持ちよくなるからダメなのだ。

　しかし、オルフェオは有無を言わさず彼女を揺さぶり始める。昂りを抜き差ししながら、揺れる乳房を揉みしだき、尖った頂に吸い付く。

　さらなる快感を与えられ、プリシラの身体に残る違和感がどんどん薄れていった。

「あぁっ、あん、あっ、は――いやぁ」

　せめてもの抵抗に「嫌だ」と口にするものの、嬌声交じりの甘い声は「もっと」とねだっているみたいに響く。

「は……すごいね。この身体では初めて繋がったのに、こんなに気持ちいいなんて。僕たち、相性ぴったりみたい」

　オルフェオの言葉を証明するかの如く、プリシラの中は抜き差しされる剛直を淫らに包み込み、彼を奥へ誘う。

　先端の膨らんだ部分が膣壁を引っ掻くたびに、プリシラは喘いでその快感を享受した。

　何度も何度も奥を穿たれて、胸を弄られて、訳がわからなくなる。

「あっ、ン……んっ、も、ダメ……い、イッちゃう」

　快感だけを追い始めたプリシラは、再び迫ってくる絶頂の感覚に、オルフェオの背にしがみついた。

「いいよ、イけるなら」

「はぁんっ、や、ダメ、あっ、あ――」

　きゅっと胸の頂を摘まれて、プリシラは悲鳴にも似た声を上げて達してしまう。

　膣壁がいやらしく蠢いて、オルフェオの熱塊に絡みつく。彼はまだ爆ぜておらず、眉根を寄せて目を瞑り、その快感に耐えているようだ。

　額に滲む汗がプリシラの胸元に落ちる。うっすらと目を開けて彼女を見つめる彼は、とても色っぽく見えた。

　プリシラの身体の力が抜けると、オルフェオは再び腰を揺らし始める。

「ああっ、ダメ、今はっ」

　絶頂を引きずるプリシラに、新たな快楽を上塗りする激しさだ。オルフェオは彼女の膝を押し開き、奥を穿つ。

「あっ、あぁん、ああ……ッ、は……やぁ、また、すぐ……っ」

「んっ、僕も、もう……あんまり持たない……」

　オルフェオはプリシラをぎゅっと抱きしめて律動を速める。

　大きくなるばかりの悦楽に、プリシラの目の前は火花が散っているみたいにチカチカした。

「プリシラ……僕の、プリシラ……好きだよ。愛してる。君はずっと、僕のものだ……」

「あ、ああ……ぁン、あぁあ――っ」

　お腹の奥で弾けた快感が一瞬で全身に広がって、プリシラは背をしならせた。

　それとほぼ同時にオルフェオが呻き、腰を震わせる。白濁を吐き出しながら、彼はプリシラの下腹部に手を這わせて、愛おしそうに撫でた。

　自分が初めて愛しい人を穢す瞬間を噛み締めるような、欲望を受け止める彼女への独占欲が滲み出るその行為に、プリシラは身体を震わせる。

　オルフェオの表情は今までのどんな笑顔よりも穏やかで、怖いくらいだ。

　こんなにも求められていることに、恐怖にも似た戸惑いが隠せない。しかし、その気持ちには嫌悪感だけじゃない、苦しくなるような胸の疼きが伴う。

　彼女の鼓動に呼応するように、彼を呑み込んでいる場所が収縮して、襞が昂りにまとわりつく。

「そんなに締め付けて……もっとほしいの？」

「ち、ちが――あぁん」

　オルフェオがクスッと笑い、腰を擦り付けた。

　たった今、吐精したばかりだというのに、昂りは硬さを取り戻し始めている。ゆるゆると腰を動かしつつ、プリシラの身体を撫で回すうちに、さらに大きくなった。

「あっ、ダメ！　いやぁ」

　嫌だと思っているはずなのに、彼の愛撫に感じてしまう身体。

　結局、プリシラは最後までオルフェオから与えられる快楽に逆らえなかった――

















第二章












　翌朝、けだるい身体を湯で温め清めた後、プリシラは新居のダイニングへ案内された。

　不貞腐れた表情で向かい側に座る婚約者を睨むと、オルフェオは彼女とは対照的な清々しい笑みを浮かべる。

「おはよう、プリシラ。身体は大丈夫？」

「大丈夫なわけないじゃない！」

　ダンッとテーブルに拳を叩きつけ、プリシラは大声を出した。

　オルフェオと肌を重ねてしまったこと――それは、彼女がこれから運命の相手を探す上で間違いなく一番の障害になる。

　嫁入り前の娘が純潔ではないなんて、許されない。

　プリシラの場合、これが両親公認であるのが厄介だ。黙っていれば済むという問題ではないし、オルフェオと二人きりで一夜を過ごしてしまった以上、「何もなかった」という言い訳は通用しないだろう。

　オルフェオの狙いはそれだったに違いない。

　もっとも、プリシラは本当にオルフェオと身体を重ねてしまったので、言い訳も何もないけれど。

　両親公認の深い関係になってしまった今、プリシラが他の男に嫁ぐのはかなり難しくなった。

「そんなに激しかったかな？　嬉しくてつい……ごめんね。今日はゆっくり休むといいよ」

「白々しいわよ。でも、こんなことで私が諦めると思ったら大間違いなんだからね！」

　お肌つやつや、すこぶる機嫌の良い婚約者が腹立たしい。

　八度目の人生、「はい、そうですか」と簡単に諦めてたまるものか。

「休んでなんていられないわ。私は絶対に貴方の思い通りにはならない。実家に帰らせていただきます！」

　もう一度、今度は両手でテーブルを叩き、その勢いで立ち上がる。そのままダイニングを出て、使用人に馬車の手配を頼んだ。

　早速玄関に用意されたそれに乗り込んで、プリシラは実家へ向かうのだった。






　新居はヴァレンティ家、およびローエンシュタイン家からそう遠くない場所に位置していた。

　馬車の中から見える景色には見覚えがあったし、実家にはすぐに到着する。

　プリシラが屋敷の玄関に現れると、メイドは目を丸くし、出迎えの挨拶もそこそこにリビングへ駆け込んだ。

　その様子を怪訝に思ったプリシラも後を追う。

　彼女に続いてリビングへ足を踏み入れると、そこにはメイド同様驚いた様子の両親がいた。彼らは慌てて笑みを浮かべたけれど、それはどこからどう見ても引き攣っている。

「お、おかえりなさい。プリシラ、早かったわね。昨晩のパーティはどうだった？　夜はオルフェオと……一緒に過ごしたのでしょう？」

　ロミルダは不自然にテーブルの前に立ったまま、プリシラに近づきもしない。

　いくら突然帰ってきたからといって、彼女の態度は変だ。オルフェオとの結婚に乗り気ではない娘の気持ちもわかっている両親が、プリシラの行動を予想していないはずがないのだから。

「ただいま。私のことはいいの。お父様もお母様も様子が変よ。そちらは……？　お手紙？　どうして隠すの？」

　今しがたまで二人が読んでいたらしい便箋と封筒がちらりと見え、プリシラが問う。

　すると、父――ギルベルトがそそくさとその手紙を折りたたみ始めた。

「な、なんでもない。お前が心配することではないよ。お前はもうオルフェオと結婚――」

「あなた！」

　ロミルダが夫の腕をバシッと叩く。

　ギルベルトは慌てて口をつぐんだが、プリシラは目を眇めて両親を見据えた。

　仕事関係の手紙ならば、母にも見せる必要はないだろうし、重要な書面などは書斎にまとめて置かせているはずだ。

　それに、父の言ったこと……

「そのお手紙は私とオルフェオの結婚に関係あるものなのですか？　それなら、なおさら隠す必要はありませんわ。私にも見せてください」

　プリシラが彼らに近づこうと一歩踏み出すと、両親は揃って仰け反った。

　ロミルダはわたわたと手を振り、ギルベルトはくしゃくしゃと音を立てて手紙を丸め込む。しかし、彼が手紙を握ったとき、その上質な紙と封に押された黄金の判をプリシラは見逃さなかった。

「王家からのお手紙ではありませんか！」

　黄金の判を使えるのは、王族のみ。主に王城での催しへの招待状や、王からの命などに用いられる。

　プリシラは父に飛び掛からんばかりの勢いで手紙を奪い取った。そして、皺になった紙を伸ばしてみると……

「我が友でもあるセイシェル王国のエドワードが、昨夜のダンスパーティでお見かけしたプリシラ殿にお会いしたいと申している。ぜひ一度城に来ていただけないだろうか。彼の滞在期間はあと七日ほどの予定だが、とても真剣に彼女との将来を考えるつもりだと――」

　これは……！

　セイシェル王国のエドワードとは隣国の王子の名だ。その王子を友と言うからには、手紙の主は年齢的に見て国王ではないだろう。プリシラは隣国の王子に見初められたということではないか！

　プリシラは目を輝かせて手紙を胸に抱きしめた。

　なんと幸運なことだろう。これこそまさに運命の出会いというものだ。

「プ、プリシラ。このお話は……」

「もちろん受けるわ。カイル王太子殿下から直々にお話があるというのに、断るなんて失礼でしょう？　それに、相手はエドワード様なのよ。断ったりしたら、外交にも影響するのではないかしら？」

　もっともらしい理由をつけ、プリシラはにんまりと笑顔になった。

「こうしてはいられないわ。すぐに返事を出して、お会いする日取りを決めましょう」

　オルフェオとの関係を清算するチャンスだ。

　彼よりも身分の高い男性、しかも王子――次期国王という絶対的権力者からの命を断れる人間などいない。

　王子が望めば、プリシラは簡単にこの人生のループから抜けられる。

「エドワード様が私を見初めてくださったなんて、夢みたい！　私、異国でうまくやっていけるかしら」

　プリシラは舞い込んできた幸運に、浮かれてその場でくるくると回った。

　うっとりとした表情で天井を見上げる彼女の心は、すでに隣国へ飛んでいこうとしている。

「誰が、誰を見初めたと？」

　そこへ、低い声が響いてプリシラは現実へ引き戻された。声がした方を向くと、さきほど置いてきたはずの婚約者が怖い顔でリビングへ入ってくる。

「オルフェオ！　ちょっ――返してよ！」

　大事に抱えていた手紙をひったくられ、プリシラはオルフェオの腕を掴む。だが、彼はピクリともせず無言でそれを読む。

　だんだんと眉間に皺を寄せていく彼の周りの空気が、冷たくなっていくような気がした。

　プリシラは見たこともない彼の様子に、思わず唾を飲み込む。今朝の晴れ晴れした表情とは真逆の形相――強い嫉妬と焦燥の色が綺麗な紫色に混じって、彼女を動揺させる。

　昨夜のアルノルトの一件があったときだって、オルフェオは余裕の笑みを浮かべていたのに、こんなに怒るなんて……

　手紙を読み終えたらしいオルフェオと視線が合った瞬間、プリシラの心臓がドクンと跳ねた。

　自分を映した瞳の奥の燃え盛る炎に、肌が焼かれるみたいな錯覚に陥る。鼓動が速まって、全身の血が沸き立つような、激しい感覚だ。

「王子だかなんだか知らないけれど、僕のプリシラに手を出そうなんて……上等じゃないか」

　プリシラの目の前で手紙を豪快に破き、オルフェオは彼女の腕を引く。明らかに屋敷を出ようとする彼に、プリシラは慌てて声をかけた。

「えっ、ちょっと、どこへ行くのよ！」

「城に決まってるでしょう。僕たちを引き裂こうとする人間は、誰であっても許さない。たとえ王子が相手でも、僕は絶対に引かないよ」

　強く腕を掴まれ、プリシラは戸惑いつつも彼についていくしかない。彼の手からは「絶対に離さない」という意志が伝わってくる。

　でも、今の彼は冷静じゃない。約束もなく王子を訪ねるなんて非常識だし、頭に血が上った状態で婚約者を見初めた男と対峙するなんて、どんなことになるか……

「待って、オルフェオ。こんな急に押しかけたら、貴方の評判が悪くなるわよ。城へ行くにしても、約束を――」

「急なのは向こうのほうでしょう！　僕はなんと言われようと構わない。エドワード王子が君と結婚したいと言うのなら、婚約者の僕にも関係することだ。黙っていられるわけがない」

　オルフェオを落ち着かせようとするものの、彼はプリシラの制止を聞き入れようとしない。

　強引に馬車に乗り込み、城へ行くよう御者に命じてしまう。

「オルフェオ！　落ち着いてよ！」

「落ち着いてなんていられないよ」

　グッと腰を引かれ、オルフェオの顔が迫る。

　唇が触れそうな距離もそうだけれど、彼の必死な姿に驚きと……

（ダ、ダメ！）

　オルフェオの真摯な眼差しに耐えられず、プリシラは目を瞑って顔を背けた。

　プリシラは今までとは違う人生を歩みたいのだ。ここで彼に絆されるわけにはいかない。

「君がそうやって逃げるなら、追いかけて捕まえるだけだ。他の男に連れ去られそうになっているのなら、取り返すまで。プリシラを一番愛しているのは、この僕だ」

　しかし、オルフェオはプリシラの決意を遥に超える情熱をぶつけてくる。

　両手で頬を包み込まれ、顔の向きを変えさせられたと思ったら、すぐに彼の唇がプリシラのそれに触れた。

　プリシラは押し付けられる熱を拒もうと口を引き結ぶが、執拗に啄まれ、唇を柔らかに食まれていると、力が抜けてしまう。

　唇に舌が這い、くすぐったさに身を捩るプリシラの腰を、オルフェオの手が撫でる。

「あ――っ、ン、んん」

　そこで緩んだ唇を割って、オルフェオが舌を潜り込ませる。ぬるりと湿ったそれは、我が物顔で口腔を蹂躙した。

「……身体はこんなに素直な反応をするのにね」

　ちゅっと甘美な音を立てて唇が離れ、オルフェオが囁く。

　強気に出ても、どこか付け入る隙のあるプリシラの気持ちを見透かすような言葉――それがプリシラの心の奥に沈みこんで、彼女の気持ちを揺り動かす。

「プリシラ……君が他の男に奪われるなんて、考えただけでも狂ってしまいそうだよ」

「――っ」

　オルフェオはプリシラを抱き寄せ、耳元で囁く。そのまま耳朶を食み、耳の縁を舌でなぞった。

　くちゅ、と微かに水音をさせながら、耳を愛撫していく。

「オ、ルフェオ……っ、や、め……」

「ずっと、ずっと……君は僕と一緒だ。離れるなんて許さない」

　熱い吐息が吹きかかると、彼の執着が官能的な痺れとなって脳に直接届く。

「どうして……そんなに、私にこだわるの……？」

「愛しているから。君と初めて会ったときから、君を考えないときなんてない」

　彼の返事には迷いがない。

「目の前で命を落とす君を見ていることしかできなった僕の気持ちがわかる？　あんなふうに奪われるのは、もう御免だ。僕から君を奪おうとするものは、なんであろうと許さない」

「そんなの……ただ前世の無念に囚われているだけよ。それは愛じゃないわ」

「違うよ。言ったでしょう？　これは僕の意志だ。僕はずっと君を追いかけているんだよ。これからもずっとそうなる」

　オルフェオはそう言ってプリシラの頬を手の甲で撫でた。

「そう、なる……？」

　まるで、決定事項のような言い方だ。

「逃がさないってことだよ」

　彼の指がプリシラの唇をなぞる。

　やがて馬車が止まり、オルフェオが窓から門の前の衛兵に事情を伝えると、すぐに取り次いでくれた。

　門をくぐり、城の入り口前で二人は馬車を降りた。

　ここまで来たら、もうエドワード王子に会うしかない。プリシラが来たことは伝わってしまっただろうし、引き返すのも失礼だ。

　突然オルフェオに連れてこられてしまったからドレスも普段使い、化粧もほとんどしていない。こんな姿で王子と面会するなんて、あり得ないことだ。

　しかし、プリシラのそんな心配は、馬車の中ですっかり萎んでしまっていた。

　手紙を読んだときのウキウキした気持ちが、オルフェオの熱情に焼かれてしまったみたいだ。

（あんなに取り乱したオルフェオは、初めてだった）

　今回の人生では、生まれたときからそばにいた。両親も周囲の人間も、皆が二人の仲を認めていて、結婚までもあと少し。オルフェオはそのことに安心しきっているものだとばかり考えていたし、実際に焦ったり冷静さを失ったりすることはなかった。

　アルノルトのときだって余裕があり、プリシラを助けに来るタイミングもぴったりだった。おそらく、あのときはプリシラの行動を予想して、対策を立てていたのだと思われる。

　そこで王子に見初められるとは想定外だったからあれほどに焦りを見せたのだろうか。

　城についてからオルフェオは落ち着いた様子だし、いきなり王子に掴みかかるなどということはなさそうだが……

　先ほどの激昂した様子との違いように、逆に心配になる。

「オルフェオ……」

　豪華な客室に通され、ソファに座ったオルフェオは、プリシラを隣に座らせて手を握ったまま何も話さない。

　ぎゅっと握られた手に視線を落とし、プリシラも何も言えずに俯いた。

　オルフェオが説得を試みたとして、エドワードが諦めなければ、プリシラは王子と結婚することになるだろう。

　オルフェオだって名門ローエンシュタイン家の子息だけれど、彼の権力は王子のそれとは比べ物にならない。

　だから、プリシラの両親だって手紙を受け取ってあんなに狼狽していたのだ。

　もし、エドワードが自分の地位や特権を利用して強引にプリシラを奪ったら……？　オルフェオはどんな行動に出るだろう。

　王子、しかも隣国からの賓客に逆らうような真似をしたら、オルフェオは確実に罰を受ける。

（それなのに、城に乗り込むなんて……）

　それほどにプリシラを想ってくれているということなのではないか。

――これは僕の意志だ。

　何度も再会するから運命だと錯覚しているわけではなく、本当にオルフェオがプリシラを愛しているのなら……？

（でも、私は……）

　オルフェオが本気だとしても、今世のプリシラは彼を愛していない。

　前世の記憶に引きずられて彼に抵抗できない節はあるものの、この輪廻に疑問を抱くくらいなのだ。これが愛だとは思わない。

　プリシラがぐるぐると考えを巡らせていると、やがて客室の扉がノックされ、執事が王子二人を中へ招き入れた。

　自国の王太子であるカイルはプリシラも知っている。黒髪黒目で、真面目な印象が強い。精悍な顔立ちとがっしりした体格はとても男らしく、女性にも人気だ。

　その隣は件のエドワード王子だろう。金色の短い髪の長身の男性で、カイルとは違って柔らかな印象を与える。数多の女性を虜にしそうな端正な顔立ちをしているが、緑色の瞳は困惑気味に揺れていた。

　プリシラを呼ぶよう頼んだはずが、オルフェオまでついてきて驚いているのだろう。

「初めまして、エドワード様。プリシラ・ヴァレンティと申します。このような突然の訪問をお許しください」

　プリシラはサッと立ち上がり、王子に頭を下げる。

「えぇと、初めまして。プリシラ嬢。その、呼びつけておいて申し訳ないんだけれど、君は――」

「も、申し訳ありません。彼は――」

　やはりオルフェオの存在に疑問を持ったらしい王子に、プリシラは慌てて口を開く。しかし、事情を説明しようと顔を上げたところでオルフェオに遮られた。

「初めまして、エドワード様。私、オルフェオ・ローエンシュタインと申します。エドワード様がプリシラにお会いしたいという旨を聞き、失礼ながら同行させていただきました。私のような一介の貴族子息が畏れ多いとは承知しておりますが、彼女の婚約者という立場でもありますので、どうかご容赦を」

　穏やかな笑みを浮かべてプリシラの前へ出る。

　丁寧な言葉遣いはしているが、エドワードに対する敵意が滲み出る言い回しだ。

「私たちはもうすぐ結婚する予定です。彼女とは長い間を共に過ごしておりますし、私は彼女を愛しています。いくら王子の命とあっても、彼女を譲るつもりはありません。一度の人生では与え足りないくらいの愛に、一目惚れなどと戯れのような感覚で割り込まれるのも不愉快です」

「オ、オルフェオ……！」

　あまりに不躾な態度に、プリシラは青ざめて彼の腕を掴んだ。

「オルフェオ・ローエンシュタイン、貴殿の彼女への想いはわかった。しかし、その言動はあまりにも礼に欠くぞ」

　カイルが眉間に皺を寄せて彼を睨む。

「では、婚約者のいる女性に手を出そうとすることは、礼を欠く行為ではないとおっしゃるのでしょうか？」

「貴様――」

「ちょ、ちょっと待って。カイル！　オルフェオ殿も、落ち着いてください」

　カイルとオルフェオの間に流れた一触即発の空気を止めたのは、エドワードだ。

「僕の話を聞いてほしい。なんというか、その……」

　彼は、カイルの腕を掴んで制すると、言いにくそうに目を泳がせた。

「なんだ、はっきり言え！　お前がどうしても彼女に会いたいというから、わざわざ王家からの書簡として文を書いてやったんだぞ」

「う、うん。そうなんだけど、手違いというか勘違いというか……僕が会いたかったのは、この子じゃないんだ」

　は？　え？　と、エドワードの発言に、他の三人はその場に固まってしまう。

「お前！　赤毛で小柄、パーティは途中で帰ってしまった女性だと言っただろう。あのときのドレスの色だって緑だったと！　それに、俺がどの娘かと聞いたときも確かにプリシラ嬢を……それが間違いだったなんてことがあるか!?」

「ご、ごめん。でも、僕が言っていたのは、彼女と一緒にいたもう一人の女性のほうだよ。挨拶があってなかなか自由に動けないうちに、二人とも談笑を終えてどこかへ行ってしまったから……」

「ええっ！　じゃあ、本当はパウラに会いたかったのですか？」

　王子たちの会話を聞き、今度はプリシラが驚きの声を上げる。

　プリシラと談笑をしていたというのなら、エドワードが見初めたのはパウラで間違いない。

　確かに彼女とプリシラは背丈も同じくらいで、髪の色も似ている。あの日のドレスの色も濃淡が違ったけれど、二人とも緑系のものだった。

　パウラはプリシラと話した後すぐに帰ったし、プリシラもアルノルトの件があって途中でパーティ会場を出たのだ。

「君、彼女と親しいの？　もしかして、彼女にも婚約者がいるのかな？」

「いいえ。今、パウラに婚約者はいません」

「そうか！　良かった！」

　エドワードがぱぁっと顔を輝かせ、プリシラは口元をひくつかせて笑った。

　とても複雑な気分だ。

　手紙を受け取ったときの嬉しさ、怒ったオルフェオの気持ちを考えてもやもやしたこと、彼と王子のやりとりに緊張したこと……この時間を返してほしい。

「カイル、そういうことだから、パウラ嬢を城へ招待してほしい」

「はぁ？　なぜ俺がまた……」

「お願いだよ！　パウラ嬢には婚約者もいないというし、問題ないだろう？　僕はあの美しい人にもう一度会いたい」

　エドワードが懇願すると、カイルは深いため息をついた。

「……わかった。すぐに手配する。オルフェオ、プリシラ、すまない。俺の勘違いで時間を無駄にさせてしまった」

　カイルはオルフェオとプリシラにも謝罪の言葉を告げ、二人は顔を見合わせてから王子に視線を戻す。

「いえ……パウラが会いに来てくれるといいですね」

「人違いで良かったです」

　苦笑いのプリシラと曇りない笑顔のオルフェオ。

「わざわざ来てくれたのに、ごめんね。特に、オルフェオくんには悪いことをした」

　エドワードも二人に謝ってくれて、プリシラは首を横に振った。

「いえ、その……こちらこそ、申し訳ありませんでした」

「いやいや、いいんだよ。大事な婚約者に手を出そうとした男なんて、気に食わなくて当然だ。これが勘違いではなく、本当にプリシラ嬢に惚れていたとしても、あんなふうに牽制されたら怯んだかもしれない。それくらい、オルフェオくんの気持ちが伝わってきた。プリシラ嬢はとても愛されているんだね」

　エドワードがそんなことを言うので、プリシラはなんだか恥ずかしくなって俯いた。

「一度の人生では足りないほどの愛か……すごいな」

　実際は八度目でも足りていないらしい、重すぎる愛だ。

「彼女のいない人生なんて考えられませんから。エドワード様も、パウラ嬢とうまくいくことを願っていますよ」

「きゃ――っ」

　オルフェオはさっさと話を切り上げて、プリシラを抱き上げる。

「ちょっと、オルフェオ!?」

「では、私たちはこれで失礼します」

「ふふ。プリシラ、オルフェオとお幸せに」

　そんな言葉をかけられつつ、プリシラはオルフェオに抱かれ、部屋を出た。彼はすっきりとした表情で足早に先ほどの道を戻っていく。

「オルフェオ、おろして。自分で歩けるから」

「ダメだよ。離さない」

　プリシラは身を捩って抵抗したけれど、オルフェオは構わず廊下を進む。颯爽と玄関ホールを抜け、急いでプリシラを馬車に乗せた。

　やっとオルフェオから解放されて顔を上げたプリシラは、騎士服を纏った男性が屈んで何かを拾った後、周りを見回していることに気がつく。

　ふと、彼と目が合ったと思った瞬間、彼が叫んだ。

「そこのご令嬢――」

「え？」

　だが、すぐに馬車の扉が閉まり、カタカタと動き出してしまう。馬車に揺られながら、プリシラは首を傾げた。

　彼が自分に声をかけたようだったけれど、何の用件だったのだろうか。プリシラが城を訪問したことは門番が把握しているし、何か重要なことであればあとで屋敷に連絡がくるとは思うが……

（今度は騎士様が……なんてことはないわよね）

　早とちりで落ち込むのはもう御免だ。

　そう考え、プリシラは自分の隣で笑顔のオルフェオと二人の新居へ戻ったのだった。






　屋敷に着くと、オルフェオはプリシラの手を引いて寝室へ向かった。

　部屋の扉を閉めた途端、後ろから苦しいくらいに抱きしめられ、オルフェオの唇が首筋を伝う。

「良かった……プリシラが攫われなくて」

　肌に押し付けられる唇が、少しだけ震えたように感じ、プリシラは何かがこみ上げてくる感覚をグッと耐えた。

「よ、良くないわよ！　やっとオルフェオから解放されると思ったのに」

「ひどいな。僕の気持ちも知らないで……」

　オルフェオは不満そうにそう言うと、手早くプリシラのドレスを剥ぎ取る。そして、その腰に結ばれていたリボンで彼女の手首を後ろ手に縛った。

「ちょっ、何して――ッ」

「お仕置きだよ。僕という相手がいながら、王子に見初められたって喜ぶような悪い子には、僕の気持ちを教えてあげないと」

　生地が柔らかいので痛みはないが、しっかりと結ばれてしまい、プリシラは動けなくなる。そんな彼女の身体をベッドにうつ伏せに押さえつけ、オルフェオはその背に舌を這わせた。

　ねっとりと濡れた舌の熱が通り過ぎたところは、空気が触れて冷たく感じる。道筋が浮き出るかのような感覚に、プリシラは身震いした。

　さらにオルフェオの手がベッドと身体の間に潜り込み、彼女の膨らみを掴む。乳房を揉みしだかれると、その中心の突起が彼の手のひらに擦れた。

「あっ、は……ン」
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　背中を舐められながら胸を愛撫されて、緩やかな官能がじわじわとプリシラの身体を熱くする。

　縛られている状況とオルフェオの強引な手つきがいけないことをしているみたいに思えて、その背徳感がプリシラの官能を呼び起こした。

　うなじや肩、背中を伝うオルフェオの唇は、自由にならない腕も啄むようになぞり、彼女の手先へ向かっていく。

　それと同時に胸を揉んでいた手も下へと移動し、彼女のお腹を撫で回した。そして、彼はプリシラの小指をぱくりと咥えた。

「んっ、な、にして……」

　細い指の根元まで口内に入れ舌の上で弄んだり、ちゅっと吸ってみたり……さらに唇で扱くように口を前後に動かされる。

　昨夜の行為を思い出させるような、いやらしい動きだ。

　小指を十分に舐めたあとは、薬指。その後は中指、人差し指……とすべての指を愛撫していく。

　指への愛撫から生まれる快感はわずかでも、間接的に違う行為を連想させることがプリシラの官能を煽っている。

　丁寧に時間をかけてすべての指を嬲った後、彼の唇は、腰にちゅっ、ちゅっと軽いキスを落としつつ、臀部へ下りた。

　オルフェオは張りのある双丘を両手で掴み、弾力を確かめるみたいにふるふると揺らし、中央の割れ目に唇を近づける。

「やだ……そんなところ、やめて！」

　プリシラは慌ててオルフェオから離れようと身を捩る。しかし、膝を立てて逃げようとしたため腰を上げて彼に秘所を晒すような格好になってしまった。

「大胆だね。よく見えるよ……濡れているところ」

「ひゃっ、あぁん、だめぇ」

　オルフェオが嬉しそうに彼女の花園に顔を埋める。微かに濡れ始めていた花芯にちゅっと吸い付かれ、プリシラは猫のように背をしならせた。

　ぺろりと彼の舌が秘裂をなぞり、膨れて顔を出す芽を突く。

「あっ、あ、ああ……は、ン」

　先ほどまで緩やかだった快感が一気に大きくなって襲ってきて、プリシラは目に涙を浮かべた。

　花びらの外側の柔肌をぐにぐにと揉み込むような指先の動きがいやらしい。花びらを開き、その中に舌を差し込んで、貪欲に蜜を求められる。

「溢れてきた」

　うっとりと呟いたオルフェオはぺろりと泉の入り口を舐めると、今度は指を中へ沈めた。

「ああ――っ、あん、あっ、んはっ、ああっ」

　長い指が根元まで埋め込まれ、関節を曲げて膣壁を探られる。

　中で生まれる快感が腰に伝わってビクビクと跳ねてしまう。

　指が引き抜かれると、圧迫感が薄れて少し楽になるのと同時に、なんとも言えない歯痒さも感じる。

　再び根元まで指が入ると、充足感と愉悦が背を伝って、おかしくなりそうだ。

「指、気持ちいい？　浅い場所と奥と、どっちがいいの？」

「んんっ」

　オルフェオは、長い指を抜き差ししながら、プリシラの反応を窺っている。彼の愛撫に感じている身体が恥ずかしくて、プリシラはシーツに顔を押し付けた。

「指を抜くとヒクヒクして……ほしがっているように見えるよ」

　彼を求めてはしたなく蜜を零す場所を観察されて、プリシラの身体が熱くなっていく。

　ぬぷ、くちゅ、といやらしい音が耳に届くと、自分が淫乱になったように思えていたたまれない。だが、オルフェオが与える快楽を素直に感じる身体はどうにもできない。

「んぅ、は、ぁ……ッ」

「もっとほしそうだね」

「んん――！」

　指を二本に増やされて悶えると、縛られた手首にリボンが擦れる。

「そんなに締め付けたら、動かせないよ」

　自分の指に吸い付いてくる中で、オルフェオは指先だけを動かし、奥を刺激した。

　その指の腹がある一点を掠めたとき、プリシラの身体が一際大きく跳ねた。

「ここがいいんだ」

　フッと笑ったオルフェオがその場所を集中して攻め立てる。

「あっ、だめ、そこっ」

　プリシラは腰を揺らしながら、首を捻ってオルフェオへ視線をやった。すると、オルフェオが目元を赤らめて喉を鳴らす。

「その顔、ダメって言ってないよ」

「ああ――っ、ん、やぁ……ほ、ほんと、に……や、あっ」

　激しくなる指の動きに、プリシラは悲鳴を上げた。

　続けて生まれる快感の波に押し上げられて、急激に絶頂が近くなる。

「やぁっ、あ、お、お願い、おかしくなっちゃ――ひ、あぁあっ！」

　すぐに達したプリシラは、腰を跳ねさせ、オルフェオの指を締め付けた。

　乱れた呼吸を整えるために口を大きく開けて空気を取り込むが、絶頂の衝撃はぴりぴりと身体を巡っていて収まりそうにない。

　絶頂を迎えてもなお、足りないといわんばかりに戦慄く秘所に、熱いものが宛がわれる。

「あ、ダメ……今は……」

　プリシラは本能的に逃げようと足を動かしたが、オルフェオにしっかりと腰を掴まれてしまった。そして、ゆっくりと昂りが埋め込まれる。

「あっ、待って、ああ……」

　熱く柔らかな中が蠢いて彼に吸い付き、喜んで熱塊を咥え込む。

　隙間がないくらいに繋がると、オルフェオはプリシラの手首を縛ったリボンを解き、彼女を後ろから抱きしめた。

「プリシラ……僕たち繋がってるよ。こんなにぴったり……わかる？」

「あんっ」

　グッと腰を揺らされ、プリシラが喘ぐ。

　そんな彼女の耳に唇をくっつけ、オルフェオは熱い吐息を吹きかけた。

「君を失うなんて、二度と御免だ」

「――ッ！」

　その震えた声に、プリシラの鼓動が速まった。そして、オルフェオが緩やかに腰を前後させ始める。

「あっ、あ、ああっ」

　彼は、先ほど指先で執拗に攻めた場所に膨らんだ先端を何度も引っ掛けながら律動を繰り返す。

　ぱちゅ、ぱちゅっと肌を打ちつけるたびに濡れた音が混じり、卑猥な行為を知らしめるかのようだ。

　うなじや肩に吸い付かれたり、揺れる胸を揉まれたりすると、彼の熱塊を締め付けてしまう。それに彼が息を詰める様子が聞こえるから、なおさら快感が増す。

　オルフェオが感じているのがプリシラの悦びにも繋がるなんて……気持ちと身体がちぐはぐで、混乱する。

　プリシラは自由になった手でシーツを握りしめた。

（こんなの……っ）

　身体と心は別だと思いたい気持ちとは裏腹に、わずかに残った理性がアルノルトを拒絶したときとの違いを認めている。

　アルノルトには、手で触れられただけでも嫌悪感がひどく、逃げ出したいと思ったのに、オルフェオとは一糸纏わぬ姿で肌を重ねても嫌ではない。それどころか「気持ちいい」と感じる。

　プリシラのすべてを知り尽くしたオルフェオの愛撫、不安に怯える声、惜しみない愛の囁き。彼のすべてにプリシラの身体が応えている。

　腰を掴まれ、後ろから突かれるという野生的な行為が、プリシラを翻弄する。

　隘路を押し広げる昂りの形がわかるくらい、彼女の中は彼に吸い付いて離さない。苦しいくらい奥へ導こうといやらしくうねっている。

「あっ、ああ……」

「ッ、は……プリシラ……好きだよ。もうずっと……僕には君だけだ」

　耳元に落ちるオルフェオの苦しそうな呼吸に胸を締め付けられる。

　こんなにも真っ直ぐに、プリシラだけを追い求める存在は、果たして他にいるのだろうか。

「オル、フェオ……っ」

「ん……プリシラ」

　喘ぎ続けてかすれてしまった声で、オルフェオを呼べば、彼も嬉しそうにプリシラの名を口にした。

　たったそれだけのことなのに、プリシラの胸が疼き、温かな感情が湧き上がってくる。

　オルフェオの律動もどんどん速まって、プリシラは涙を流して嬌声を上げ続けた。

「プリシラ。もう、イきそう……いい？」

「んっ、あ、あぁ……あっ」

　プリシラは苦しそうなオルフェオの声に、何度も首を縦に振る。

　気持ちよすぎてどうにかなりそうだ。

　腰を掴むオルフェオの手に力がこもる。そのまま奥を穿たれ、プリシラは背を仰け反らせて、見えてきた絶頂に向かう。

「オルフェオ……も、ダメ……いい、の……」

　もっと強く。もっと激しく。もっと……ほしい。

　心の奥で叫ぶのは、誰だろう。

　プリシラの本能とでも言うのか……彼女はその声に従って、オルフェオが生み出す愉悦を追った。

　すでにたっぷり潤っている秘所からは、さらに蜜が溢れ、彼女の太腿やオルフェオの下腹部までを濡らす。

「あっ、ああ、い、あぁあ――ッ」

　ぐちゅぐちゅと泡立つほどに腰を打ちつけられ、プリシラは身体を硬直させた。

「っ、く……」

　精を搾り取ろうと収縮する彼女の中に、オルフェオも耐えきれず吐精する。プリシラに覆いかぶさった彼の大きな呼吸音を聞きつつ、プリシラはベッドに突っ伏して身体の力を抜いた。

　大きな絶頂の後で、身体全体が脈打って痙攣しているみたいに感じる。

　オルフェオは彼女を潰さないように腕で自分の身体を支えているようだけれど、密着しているので彼の重みも感じられる。

　離れがたいのか、彼はなかなかプリシラの中から抜け出そうとしない。

「オルフェオ……」

　首を横に捻り、視線を彼に向けると、オルフェオはフッと頬を緩めた。プリシラの目尻にキスを落とし、汗の滲んだこめかみをぺろりと舐める。

「プリシラ……愛してる」

　そう言って、今度は彼女の唇を奪う。

　先ほどまでの激しい行為とは正反対の、穏やかなキス。ゆっくりと唇を合わせ、上唇と下唇を交互に食み、歯列を丁寧になぞっていく。

　プリシラは目を瞑ってそれを受け入れつつ、自ら舌を差し出した。そこに擦り付けられる彼の熱い舌も優しく慈しむような動きだ。

　ざらついた部分を擦り付け合う。それだけで、二人の繋がったままの場所が再び疼き出す。

「プリシラ」

「ん……」

　うっすらと目を開けると、情欲の炎の揺れる紫色の瞳が見えた。

　ドクンと、期待に疼いた胸にプリシラは戸惑って瞳を揺らした。

　オルフェオはそんな彼女の目元を指でなぞると、ようやく身体を離す。

「オルフェオ……」

　彼の体温が離れていくのが寂しいなんて変だ。

「プリシラ。ごめんね、痛かった……？」

　オルフェオは縛ったプリシラの手首を持ち上げ、キスを落とす。

　プリシラは首を横に振って、彼に手を伸ばした。逞しい背に腕を回し、彼を引き寄せる。

　どうしてそうしたのか、自分でもよくわからない。ただ、荒々しいオルフェオの裏にある気持ちを感じて、嬉しいと思ったのは事実だった。

　他の男には渡さない、二度と失いたくない、と言ったオルフェオの真っ直ぐな想いが、前世に囚われただけの軽い気持ちではないのかもしれないと思ってしまった。

　そして、プリシラ自身も……

（ダメよ、プリシラ……）

　流されてはいけない。それは十分承知している。七度も同じ道を歩んだのだから。

　でも――

　プリシラはぎゅっと目を瞑ってオルフェオの胸に顔を埋めた。

（身体だけ……相性がいいからよ……七度も結婚した相手だもの。簡単に嫌いになれるわけがないわ……）

　自分に言い聞かせるように、心の中でオルフェオを受け入れてしまった理由を並べる。

　どこかで絆されそうになっている自分を、奥へ奥へ閉じ込めるために――

















第三章












　翌日。

　エドワード王子の勘違い事件からもやもやした気持ちを抱えているプリシラは、自室の窓際に座り、膝に本を広げていた。

　ページを捲る手は、随分前から止まってしまっている。

　ぼんやりと窓の外を見つめながら考えることは、自分のオルフェオに対する想い。

　今までとは異なる人生を歩みたいと思っていたのは本当だ。

　時折思い出される過去の気持ちや情景に引きずられて、今の気持ちまで錯覚してしまうのが嫌だった。

（でも、今は……）

　迷いがある。

　オルフェオに強く求められることに喜びを感じた自分、身体の相性がいいからそんなふうに思うのだと言い訳する自分。

　では、身体と心は別なのかと自問すれば、アルノルトに触られたときに恐ろしいと感じたことが蘇る。

　それでも、十八年ずっと望んできたオルフェオ以外の運命の相手を諦めきれない。

（エドワード王子は……）

　彼のことは早々に人違いだったと判明したけれど、もし彼が本当にプリシラを見初めていたら、彼女は嬉々としてそれを受け入れようとしただろう。

　しかし、王子と結婚となれば、当然世継ぎが必要になる。プリシラが彼と結婚できたとして、彼女はエドワードと深い関係にならなければならなかったということだ。

　そうなったとき、プリシラは彼をすんなりと受け入れることができただろうか。

（とても穏やかで優しそうな人だったけど……）

　プリシラは王子との閨を想像してみようと目を閉じた。

　彼はどんなふうに女性に触れるだろう。

　普段通り物腰柔らかな態度を崩さず、紳士的に抱いてくれるのか。それとも、普段からは想像できないような激しい求め方をするのか。

　プリシラの肌を撫でる大きな手や唇、彼女を慈しむ眼差し。少しずつ、でも確実に彼女を高めてくれる。

　ときには強引に貫き、執拗にキスの雨を降らせて痕を残して……

　――君を失うなんて、二度と御免だ。

　そんなふうに震えた声で、珍しく弱みを見せた。

（……オルフェオ）

　いつのまにか、否、ほとんど初めから想像の中でプリシラに触れていたのは彼だ。

　そのことにハッとして、プリシラは左胸に手を当てる。

　伝わる振動が、何よりの証拠。止まない胸の高鳴りがプリシラの気持ちを主張している。

（私……）

　そこまで考えたところで、自室の扉がノックされ、プリシラはビクッと肩を跳ねさせた。

「は、はい」

「プリシラ様。お城からの遣いだという騎士様が訪ねてこられましたが、いかがいたしましょう？」

「騎士様？」

　城からの遣いだなんて、何事だろう。

「はい。落とし物を届けに来られたようなので、差し支えなければ中へご案内いたします」

　オルフェオは今、彼の父親の仕事の手伝いで留守だ。対応するのなら、プリシラが出なければならない。

　それにしても、落とし物とは一体誰のだろう。プリシラには心当たりがない。

（オルフェオのかしら？）

　貴族院の集まりで城に顔を出すこともあるらしいので、彼のものかもしれない。

　わざわざ家まで届けてくれるなんて、何か重要なものなのだろうか。

　とにかく出て行って直接話を聞いたほうが早い。そう思い、プリシラは騎士をリビングへ案内するようメイドに命じ、自分も一階へ下りた。

　リビングにいたのは、背が高くて細身の若い男性だった。騎士の制服には、しっかり王家の紋章の刺繍があったので、偽者ではなさそうだ。

「突然お邪魔して申し訳ありません。私、王国騎士団第二部隊所属、マリアン・ルノアールと申します」

　金髪の短髪に中性的な顔、丁寧に挨拶をした声には聞き覚えがあった。男性にしてはやや高めだろうか。

「いいえ、こちらこそわざわざご足労いただきまして、ありがとうございます。プリシラ・ヴァレンティです。どうぞお座りになってください」

「ありがとうございます。早速ですが、こちらが先日、プリシラ様が落とされた髪飾りです」

「あっ！」

　ポケットから大事そうに取り出した包みを開け、テーブルに置かれた髪飾りは、昨日エドワード王子に会うために城へ行ったときにつけていたものだ。

　オルフェオに激しく抱かれた後、湯浴みをするときに気がついてベッド周りを探したのだが、見つからなかった。

　そういえば、彼に横抱きにされて城を出る直前、声をかけられたと思い出す。

「貴方は、あのときの……」

「ええ。お声かけしましたが、急いでいらしたようだったので渡しそびれてしまって。幸い、すぐに貴女方のことはわかりましたので、お訪ねした次第です」

「ありがとうございます。こんな小さな髪飾り一つに、お仕事の時間を頂戴してしまって、申し訳ありません」

　メイドが用意した普通の髪飾りだ。わざわざ届けてくれるなんて、気を遣わせてしまった。

「大切な髪飾りが壊れてしまっては大変ですから、直接お持ちしたほうがいいかと思いまして。こういうことも仕事のうちですから、お気になさらず」

　そう言って微笑む彼は、とても紳士的で好感が持てる。

「では、私はこれで失礼します」

「あっ、待って。何かお礼を――」

「そんなものはいりませんよ。私は落とし物を届けに参っただけです。当然のことですから」

「でも、お茶くらい……」

　プリシラがマリアンを追って慌てて立ち上がるのを手で制し、彼は頭を下げた。

「せっかくのご厚意ですが、お気持ちだけいただきます。城下町の見回りがあるので、すぐに仕事に戻らなければいけないのです」

「そう、なのですか」

「プリシラ様、お会いできて良かったです。大切な髪飾り、もう落とさないようにしてくださいね」

「は、はい」

　プリシラは終始笑顔の彼に頬を染め、頷く。

　リビングを出て玄関まで見送ると、彼は再び丁寧に挨拶をして出て行った。

　その後ろ姿を見つめながら、プリシラはほうっとため息をつく。あんなに優しそうな人が騎士にいるとは、少し意外だ。

　騎士はその仕事柄屈強なイメージがある。細身の彼は制服を着ていなければ、そうだとはわからないかもしれない。

　わざわざ髪飾りを届けてくれた気遣いも、粗野な騎士のイメージとは異なる。

（オルフェオとも、少し違うかしら）

　物腰柔らかな印象が強いオルフェオであるけれど、激しく感情を昂らせる一面もあることを知った。特に昨日のような余裕のない彼は珍しく、驚いたものだ。

　彼がプリシラのことにそれほど必死になることに、嬉しいと思った気持ちも否定できない。オルフェオの気持ちを信じようと思い始めている自分がいるのだ。

（こんなこと……）

　虫のいい話だろうか。

　アルノルトやエドワードに乗り換える作戦がうまくいかなかったからと、自分を溺愛しているオルフェオが気になりだすなんて、都合が良すぎる。

　今度は呆れの混じったため息をつき、プリシラはリビングへ戻った。

　少し気持ちの整理をする時間が必要だ。

　プリシラはソファに腰を下ろし、テーブルに置かれたままの髪飾りに視線をやる。

（そういえば、これはオルフェオが選んでくれたって……）

　昨日の朝、身支度を手伝ってくれたメイドから聞いたことを思い出す。オルフェオは、新居の内装をすべてプリシラの好みに合わせて作らせたのだと。

　彼女のドレスやアクセサリー類に至っては、彼が自ら揃えたそうだ。

　今しがたマリアンが届けてくれた髪飾りもプリシラの瞳の色に合わせ、普段使いしやすいシンプルなデザインを望んだそうだ。

　そんな想いのこもったものを失くしておいて、マリアンが届けてくれるまで忘れてしまう薄情な自分にまたため息が漏れる。

　オルフェオに激しく求められて、それどころではなかったのもあるが……

　プリシラは改めてリビングを見回した。

　新しい家具は、どれも白を基調とした落ち着いたデザイン。絨毯も派手な柄は避けてくれたのか、柔らかな毛の長いものが敷かれている。

　ソファはゆったりと座れる大きなサイズだし、テーブルも十分なスペースがある。

（あ……）

　棚に飾られたアンティークの皿が、初めて彼と結ばれた世界の王宮にあったものに似ている気がして、ドキリとした。よく似たものを探したのか、それとも特別に作らせたのか。

　花瓶に飾られた薔薇は真っ赤で、いつも綺麗に咲いている。

　ふと、その花瓶の横に何かあることに気づき、プリシラはそちらへ近づいた。

　手紙のようだが宛名はなく、封もされていない。

　この家にあるということはオルフェオかプリシラ宛のはずだ。こんなところに置きっ放しだなんて、どういうことだろう。

　オルフェオが忘れた、もしくはプリシラに宛てたサプライズ？

　プリシラは首を傾げ、その封筒を手にとって中身を取り出した。

「オルフェオ様……」

　最初に彼の名前が出てきて、プリシラは慌ててそれを折りたたもうとした。しかし、目に飛び込んできた言葉に再び紙を開いて凝視する。

「お慕いしております……？」

　どうやらラブレターのようだ。

　そこにはオルフェオと先日のパーティで踊ったことやエスコートしてもらったことが嬉しかったと書かれている。紳士的で優しい彼のことが忘れられないとも。

　そして、最後には……

「婚約者がいることは承知しておりますが、愛人でもいいのです……!?」

　プリシラは思わず紙をぐしゃりと握りしめた。

　婚約者がいると知りながらこんな文を送ってくるなんて、はしたない。

　オルフェオもオルフェオだ。

　そんな手紙、さっさと捨てるべきだろうに、こんなところに置いておくなんて、どういう了見なのだ！

　沸々と湧き上がる怒りに、プリシラは踏ん反り返ってソファに戻った。

　オルフェオが仕事から帰ったら問い詰めてやる。そもそも、仕事に行ったのかどうかすら怪しい。この手紙の送り主に会いに行ったのかもしれない。

　一度そう思ったら、疑う気持ちを拭えなくなる。

　オルフェオが帰ってくるまで、プリシラは焦る気持ちを抱えたままだった。






　それから数時間後。

　オルフェオは夕食の時間に合わせて帰宅し、プリシラは彼との食事の席で手紙について言及することにした。

　出来立ての夕食、メインの肉料理を数口食べた後、彼女は口を開く。

「オルフェオ。今日、貴方宛の手紙を見つけたわ。リビングの花瓶の横にあったものよ」

　婚約者の表情の変化を見ようと、プリシラは向かい側の彼を見据えた。オルフェオも顔を上げて彼女の視線を受け止める。

「読んだの？」

「ええ。封筒に宛名がなかったから、中を確認したわ。私に読まれたらまずいものだった？」

「そんなことないよ」

　食えない笑顔だ。

　プリシラはムッと眉間に力を入れる。すると、オルフェオがクスッと笑ってカトラリーをテーブルに置いた。

「プリシラ、妬いてくれているの？　嬉しいな」

「なっ！」

　予想外の指摘に、プリシラの顔が熱くなる。

「そんなわけないじゃない！　貴方に相手がいるのなら、好都合だと思っただけよ！」

「ふぅん。また誰かを見つけたの？」

　オルフェオの目が細められ、彼の纏う空気がピリッと鋭くなった。

（な、何よ。ラブレターなんてもらって、へらへらしていたくせに！）

　エドワードのときはあんなに怒っていたのに、自分は他の女性に気に入られて嬉しそうにするなんて。少しでも彼の嫉妬を嬉しいなんて思った自分がバカみたいだ。

　オルフェオの鋭い視線に一瞬怯んだものの、プリシラは咳払いをして気を取り直し、毅然とした態度で彼に言い返した。

「そうよ。今日、昨日城で落としてしまった髪飾りを届けてくれた騎士様、とっても紳士な人だったから、あの方とお近づきになろうと思うの」

　フフンと得意げに鼻を鳴らし、プリシラは胸を張った。

　オルフェオは、また怒るだろうか。彼のもとへ文句を言いに行こうとするかもしれない。

　なぜかドキドキするプリシラがちらりとオルフェオを見ると、彼はきょとんとした表情になっていた。

　そういえば、オルフェオに来客があったことを伝えていなかった。例の手紙のことで頭がいっぱいだったからだ。

「髪飾りを届けてくれた騎士って……マリアン・ルノアールという名だったかな？」

「え……？　そう、だけど……知っているの？」

「知っているよ。父上の仕事の関係で、何度か城で会ったことがある。貴族院の議事堂の警備をしているんだ。たまに、城下の見回りもしているみたいだね。今日、君を訪ねてきたことは聞いている」

　メイドが報告したのだろう。オルフェオはこの新居の主であるので、当然といえばそうだけれど。

「そうか。マリアン……か」

　オルフェオは少し考えるような素振りを見せた後、顔を上げてプリシラを見つめる。

「まぁ、いいよ。プリシラがお近づきになりたいというのなら、それでも。僕が君を手放すことはないけどね」

　今度はプリシラが呆ける番だ。

　先ほどの苦い表情から一転、あっさりとマリアンに狙いを定めたプリシラを許したのだから、拍子抜けするのも当然だろう。

　それとも、自分が愛人を作るから、プリシラもそうすればいいと思い直したのだろうか。

　プリシラは苛立つ気持ちを抑えようと両拳を握った。

　怒ることなど何もない。プリシラは、晴れてマリアンにアプローチができるようになり、彼女が運命の輪から抜け出せる確率が上がったということなのだから。

　そう自分に言い聞かせ、長く息を吐き出す。

「そう。それなら、遠慮なく。早速明日からマリアンさんに会いに行くわ」

　プリシラは肉料理にそれ以上手をつけることなく、立ち上がった。食事を残すのは褒められたことではないが、苦々しい何かが喉に詰まっていて、もう食べられそうにない。

　彼女は給仕係のメイドに謝って、ダイニングルームを出た。

　その日の夜は、なかなか寝付けず、プリシラはベッドの中で何度も寝返りを打つ。隣で眠るオルフェオと距離を取って反抗してみても、まったく心は落ち着かない。

　一方のオルフェオがぐっすり眠っているのも気に入らなかった。

　エドワードのときとはまったく違うオルフェオの態度がわからない。昨日の彼は幻だったのではないかと思うくらいの温度差だ。

「どうしてよ……」

　オルフェオの気持ちがプリシラに向いていると信じようと思った矢先のことに、プリシラの心には猜疑心が募る。

　プリシラにとって喜ぶべき出来事が、ちっとも嬉しくないなんておかしなことだ。一体、自分はどうしてしまったのだろう――
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　翌日。

　プリシラはシェフに用意してもらった軽食を持って、城下へやってきた。

　オルフェオが朝食の時間も屋敷を出るときも普段通りだったので、プリシラもやりたいようにやるのだ。

（怒られなくて都合がいいわよ……）

　それなのに、どうしてこんなにもやもやするのだろう。

　プリシラ自身の気持ちも、オルフェオの気持ちもわからない。

　とにかく焦りのような怒りのような、よくわからない負の感情に支配されていて、すっきりしない。

――いいよ。プリシラがお近づきになりたいというのなら、それでも。僕が君を手放すことはないけどね。

　そう言ったオルフェオの言葉が、ずっと頭の中を回っている。

（そうよ。私は本気なんだから）

　オルフェオがいいと言ったのだから、万々歳だ。

　プリシラは大股で通りを歩き、騎士たちが待機している建物へ向かう。

　マリアンが城下の見回りや議事堂の警備を担当しているらしいことはわかっている。最初に城下の騎士たちが見回り拠点にしている場所へ行き、会えなくてもそこの人たちに聞けば彼の居場所はわかるはずだ。

　休憩時間に差し入れをして一緒に過ごし、少しずつ仲良くなればいい。

（うん。庶民の恋人同士みたいよね）

　今回は邪魔も入らないから、プリシラは何の心配もなく作戦を実行できる。

「こんにちは」

　入り口に足を踏み入れつつ、声をかける。

　不思議そうにプリシラを見る騎士たちの顔を端から確認するが、マリアンはいないようだ。

「あの、マリアン・ルノアールさんはいらっしゃいませんか？　昨日、落とし物を届けていただいたので、お礼がしたくて」

　プリシラがそう言うと、騎士の一人が一歩前へ出た。

「マリアンなら、もうすぐ見回りから戻ると思いますが……」

　彼がそう言いかけたところで二人の騎士が中へ入ってきた。そのうちの一人はマリアンで、プリシラの姿を見て驚く。

「プリシラ様？」

「マリアンさん！　お会いできて良かったです。お仕事中に申し訳ないと思ったのですが、どうしてもお礼がしたくて。あの、これは皆さんで召し上がってください」

「お礼はいいと申しましたのに……でも、ありがとうございます」

　プリシラからバスケットを受け取ったマリアンは、笑顔を向けてくれる。

　彼女はその綺麗な笑みを見て照れてしまい、もじもじと両手を揉んだ。

「味は保障します。腕のいいシェフで、自慢なんです。あの、それで……休憩時間まで、待っていてもよろしいでしょうか？」

「それなら、ちょうど今から休憩なんです。ここから近い広場にでも行きましょうか」

「はい……！」

　マリアンの誘いに迷いなく頷き、プリシラは彼と一緒に広場へ向かう。そこのベンチに隣り合って座ると、先にマリアンが話し始めた。

「プリシラ様は、オルフェオ様のご婚約者だとお聞きしています。あんな素敵な方に大切にされていて、羨ましいです」

「え、ええ、まぁ……でも、オルフェオとの婚約は両親が乗り気なだけなんです。私たちは幼馴染みだから、きっと手っ取り早く結婚相手を決めるのに都合が良かっただけで。オルフェオも私も愛し合っているわけではありません」

　それとなく彼との婚約がプリシラの意思ではないことを仄めかしてみる。しかし、マリアンはそれが冗談だと思ったのか、軽く笑った。

「そんなことはないでしょう？　少なくとも、オルフェオ様は貴女のことを溺愛していらっしゃるようだと日頃から感じています。彼とお話をすると、必ず貴女の名前が出るんですよ」

「私の？」

「ええ。プリシラ様に贈るドレスを仕立てるために流行をお尋ねになったり、花束を贈りたいと嬉しそうにお話しになったり……幼い頃の可愛らしい貴女のことも、今の貴女のことも、オルフェオ様は貴女と過ごしたすべての時間を覚えていらっしゃるかのようで、驚きます。今は少し素っ気無いことも気にしておられましたよ」

「そんなに気を遣わなくても大丈夫ですよ。わかっていますから……オルフェオは、別に私のことなんて……」

　ここ数日のオルフェオの態度を思い返し、プリシラは膝の上の手に視線を落とした。

「何かあったのですか？」

「……私、オルフェオとは違う人と結婚がしたかったんです」

　ポツリとそう呟く。今から口説こうとしていたはずのマリアンにこんなことを言うのはおかしい。でも、彼はオルフェオのことを知っているみたいだったので、なんとなく話しやすい。

　両親はプリシラの話を単なる我儘だと思っていて真面目に取り合わないし、オルフェオも自分の意見を曲げない。

　プリシラは、誰かに自分の気持ちを聞いてほしかった。

　決められた人生は嫌だと思っていること、パーティで他の男性にアプローチをしようとしたことやエドワード王子の一件についてまで話す。

「オルフェオったら、私とエドワード様にはあんなに怒っていたのに、ラブレターをもらってへらへらして……」

「へらへら……というのは、嬉しそうにしていらしたということですか？」

「まぁ、よく言えば、そうかもしれないです」

　プリシラが口を窄めて言うと、マリアンはプッと噴き出してクスクス笑った。

「それは、貴女がヤキモチを焼いてくれたから喜んでいたのでは？」

「わ、私はヤキモチなんて焼いていません！」

　思わず言い返したものの、マリアンは彼女の言うことを信じていない様子で笑い続ける。

「でも、オルフェオ様がはっきりとお断りしないことが嫌なのでは？」

　図星をつかれ、プリシラは言葉に詰まった。

「なるほど。オルフェオ様の言う意味が少しわかりました。貴女はとても素直で、可愛らしい方ですね。意地っ張りで、気持ちが全部表に出てしまっています」

「ど、どういうことですか？」

「オルフェオ様にアプローチする女性が気になったり、オルフェオ様がきちんと断らないことに腹が立ったりするのは、ヤキモチです。嫉妬をするということが何を意味するかは、おわかりになるでしょう？　エドワード王子のことでひどく取り乱したオルフェオ様と同じです」

「同じ……」

　プリシラはドキドキと高鳴る胸を押さえる。

「形から入る愛もありだと思います。私も夫との結婚前は不安だったので、お気持ちはわかるつもりです」

「え……？」

　マリアンの言葉に引っ掛かり、プリシラは呆けた声を出して顔を上げた。

　綺麗な笑顔――中性的な顔立ち、艶のある髪が風に靡いて真っ白な肌を撫でている。騎士の制服を着て剣を携えている凛々しい姿。

「騎士という職業柄……というよりは、元々あんまりお洒落に興味がなくて、騎士になってからは生傷も絶えませんし。女らしさとはかけ離れたところにいるから、自分を妻にしたいという彼が信じられなかったんです」

　マリアンには兄弟が多いらしく、結婚を強要されることはなかったという。男勝りな自分は騎士として生きていけばいいと思っていたそうだ。しかし、騎士団に入ってから出会った現在の夫に猛アプローチをされて、だんだんと気持ちが変わったらしい。

「今は、私を一人の女性として見てくれる彼の気持ちが嬉しいです。私も夫を愛しています」

　彼女の話を聞きながら、プリシラはオルフェオの態度を思い出す。

　他の男を見つけたのかと問う彼は、今にもその人物のところへ殴り込みそうなくらいの勢いだったのに、マリアンだと言った瞬間脱力して……

（マリアンさんが女性だと知っていたから……？）

　だから、余裕のある態度に戻ったということか。

　プリシラはそんな彼が気に食わなかった。どうして好きにしていいなんて言うのかと、腹が立ったのだ。それは、つまり――

（オルフェオのことを、好きになって……）

　それを理解すると、さっきまで心を占めていた焦燥感がスッと消えた。

「彼が他の女性と一緒にいるのを見るのはつらいですよ。嫉妬するし、不安になるんです。私よりももっと可愛くて綺麗な女性はたくさんいますから。でも、そうやって私が落ち込んでいたり、不機嫌になったりすると、彼は私の気持ちが落ち着くまで想いを言葉にして伝えてくれます。ちょっと嬉しそうにしながら……」

　マリアンがヤキモチを焼くくらい自分を好きだということが感じられて安心する、と。

「嬉しい……？」

　手紙のことを問い詰めたとき、彼は「嬉しい」と言った。あのときの笑顔も、どこかホッとしたような表情だったと思う。

　今まで「運命に逆らう」のだと、オルフェオを言葉でも行動でも拒否しようとしていたプリシラが、初めて見せた嫉妬心に喜んでくれたのだろうか。

　普段飄々としているから、彼は運命という絆に安心しきりで寄りかかっているのかと思っていた。

　それは、間違いだったのかもしれない。

「他の女性に嫉妬する気持ちを、素直に伝えてみてはいかがでしょうか？　それと、貴女のオルフェオ様への愛を言葉にしてあげてください」

　マリアンに諭され、プリシラは頷いた。

　それから少し雑談をして、マリアンは仕事に、プリシラは屋敷へ戻るために馬車に乗り込んだ。

　マリアンは、本名がマリアンヌだということや仕事柄男性っぽく振る舞うほうが都合がいいので、名前を少し変えていることも教えてくれた。それから、プリシラとはこれからも仲良くしたいとも。

　プリシラは今度彼女をお茶会に招くことを約束し、二人は別れた。






　プリシラが馬車で屋敷へ帰ると、門の前に人がいるのが窓から見えた。

　プリシラは馬車を手前で止めさせ、歩いてその人物に近づく。

　小柄な女性は背伸びをして、中を覗こうとしているようだ。年は、プリシラと同じくらいだろうか。

「そこの貴女、何か御用かしら？」

「あ、あの……」

　プリシラが声をかけると、彼女はこちらを向いて俯いた。

　身なりは綺麗だし、貴族階級の娘のようだが、供は連れていないし、挙動不審だ。

　人の屋敷の中を覗こうとしていたのも、怪しい。

　怪訝そうに眉を顰めるプリシラを、彼女は上目遣いでちらりと見た。

「あの、オルフェオ様は……？」

　婚約者を訪ねてきた若い娘……心当たりは一つだ。

「貴女がデリアさん？」

　それは、手紙の最後に添えてあった名前。

　それにしても、プリシラがこの家に帰ってきたのは見ればわかるだろうに、その婚約者であるオルフェオの所在を聞くとはなんと恥知らずなのだろうか。

「私はプリシラ・ヴァレンティ。オルフェオの婚約者よ。貴女が彼に宛てた手紙を読んだわ。ちょっと非常識じゃないかしら？　婚約者がいると知っていて、愛人にしてほしいだなんて」

「でも、私は本気です！　あのパーティの日からずっとオルフェオ様のことを考えて、夜も眠れないくらい彼に夢中なんです」

　デリアは顔を上げ、プリシラを見つめた。

「それに、プリシラ様も他のお相手を探していると聞きました。婚約破棄ができなくても、せめて私とオルフェオ様のことを認めてください！」

「それは、貴女の勝手な希望でしょう？　オルフェオは貴女のことを好きだと言ったの？」

　プリシラが冷静に問うと、デリアは口ごもる。

「言っていないわよね？　オルフェオがそんなことを言うはずがないわ。彼は私しか見えていないもの。彼が愛しているのは私よ。ずっと、ずっと……昔からね」

　どんな世界に生まれ落ちようとも、プリシラを追い求め、彼女を見つける人。

　プリシラが必ず同じ世界に生まれ変わる二人の運命に疑問を抱き、最初から決められた人生があるのではないかと思うほどに。

　でも、もしそれが逆だとしたら……？

　運命だから彼が彼女の近くに生まれたのではない。彼の想いが強いから運命が生まれた、と考えるのはおかしいだろうか。

　プリシラは運命に疑問を抱いていたように見えて、本当はオルフェオや自分の気持ちを疑っていたのかもしれない。

　二人が運命に心身を委ねたわけではなく、お互いに惹かれ合う強い心が運命的な出来事を引き起こすのだとしたら……

　それは、決まっていた人生ではなく、自分で歩む道。

　現にプリシラの気持ちは変わった。頑なにオルフェオを拒もうとしていたプリシラはいなくなり、オルフェオの気持ちを信じたいと思っている。

　彼を再び好きになった自分の心も……

「私も同じよ。彼に出会うたびに惹かれるの。運命に盲目的だったんじゃないかって疑ったこともあるわ。でも、最後には結局彼を好きだとわかるの」

　マリアンに言われて、はっきりと自覚した、認めざるを得ない気持ち。いつのまにかオルフェオの喜怒哀楽が気になって仕方なくなっていたこと。彼が自分以外の人に靡くのを、嫌だと思ったこと。

　自分から逃げようとしたくせに、都合が良いと思う。しかし、それでわかった。

　プリシラは、どこかでオルフェオは自分を諦めないと信じていたのだ。だから強気で彼を試した……

「私はオルフェオのことが好き。貴女にも、誰にも譲れないわ。彼は私の〝運命の相手〟なの」

　そう言いきった直後、プリシラの後ろからコツリと足音が聞こえた。

「そうだよ。プリシラは僕の〝運命の人〟だ。その運命は僕が作り出す。君を想う気持ちの強さで……ね」

「オルフェオ！」

　後ろから抱きしめられて、プリシラは目を丸くする。

　一体、いつから聞いていたのだろう。

「オルフェオ様……」

　デリアは寂しそうな表情でオルフェオを見つめていたが、すぐににっこりと笑顔になる。

「おめでとうございます！」

「え……？」

　恋に破れた娘の言葉とは思えぬ言葉を聞いた気がする。

「ご協力、ありがとう。デリア嬢」

　プリシラは自分の耳を疑ったけれど、オルフェオの返答で自分の聴覚は正常だと悟った。ついでに、この仕組まれた茶番についても。

「それでは、私はこれで。オルフェオ様、プリシラ様、お幸せに！」

　花が咲いたような笑顔で二人を祝福すると、デリアは身を翻して駆けていってしまった。角を曲がったところに馬車を待たせていたのか、その直後に馬車が通り過ぎるのが見えた。

「騙したのね！」

「騙したわけじゃないよ。押してダメなら引く作戦。立派な恋の駆け引きだ」

　プリシラが怒っても、オルフェオは悪びれた様子など皆無で彼女の肩を抱いた。そのまま玄関へ歩き出す彼について、彼女も足を動かす。

「な、何が駆け引きよ！　ひどいじゃないの！」

「ひどいのはおあいこでしょう？　僕から逃げようとして、いろいろなトラブルを起こしていたのは誰だった？」

「――っ」

「君でしょう？」

　プリシラが言葉を詰まらせると、オルフェオはクスッと笑った。

　玄関ホールを抜け、階段を上がりながら、彼は続けて問う。

「浮気性の遊び人から君を救ったのは誰？　君を奪おうとする男に嫉妬したのは？　君にヤキモチを焼かせたのは？　……全部、僕だ」

　そこでパタリと寝室の扉が閉まり、オルフェオがプリシラの肩から手を離した。

　彼女は彼と少し距離を置いて向かい合う。

「プリシラ。やっと、僕の気持ちを信じる気になった？」

　紫色の瞳が真剣な光を宿して、プリシラを映す。

　プリシラはごくりと喉を鳴らし、彼の視線を受け止めた。

　オルフェオは、デリアとのやりとりを聞いていたはず。でも、きちんと自分で伝えなければならない。

　今まで振り回してしまったことを謝って、自分の気持ちを告白しなければ、八度目の二人の関係は始まらないと思った。

　幼馴染みという、生まれながらに与えられた関係から、自ら選ぶ関係になりたい。

「私……前世の記憶のせいで二人が一緒にいることが義務みたいになっているんじゃないかって思っていたわ。だから、貴方を試すようなことをしたんだと思うの……ごめんなさい」

　義務なら、オルフェオはプリシラを追いかけない。世間に対する体裁だけ整えればいいのだから、熱くなる理由はない。

「でも、そのおかげで気がついたの。運命にこだわっているのは私のほうで、自分の気持ちに素直になれなかったって……オルフェオがアルノルト様から助けてくれて、ホッとしたわ。エドワード様に嫉妬してくれて、嬉しかった。マリアンさんに嫉妬してくれないことが不満だったのよ」

　オルフェオは静かにプリシラの話を聞いてくれている。

「私……オルフェオのことが好きよ」

　そう口にしたら、今まで難しく考えていたことがとてもシンプルになった気がした。

　これは、プリシラの意思だ。

「ずっと昔から変わらない気持ちとは違うの。私は、この世界でオルフェオという男性ひとを好きになった。この気持ちは、プリシラのもの。前世の私は関係ない。新しい自分で、新しい貴方に出会って、また恋をしたのよ」

　根本的な部分は変わっていないのかもしれない。プリシラとオルフェオには、確かに前世の記憶があって、その思い出に影響を受けることもあるだろう。

　でも、感情は――今、この瞬間に感じる気持ちは、プリシラだけのもの。

「僕も、君のことが好きだよ。言ったよね？　これは僕の意志だって」

「うん」

「プリシラ……僕と、また結婚してくれる？」

「っ、うん」

　すでに決定事項でも、改めて言葉にしてくれたことが嬉しくて、プリシラは彼の胸に飛び込んだ。

　オルフェオは彼女の華奢な身体を抱きしめる。

「オルフェオ、好き」

「僕も好きだよ。愛してる。まぁ、僕はずっとそう言い続けていたけどね」

「それは、ごめんなさい……」

　冗談交じりにオルフェオが言うので、プリシラはもごもごと謝る。

　彼を見上げると、その瞳の中に情熱的で妖しげな炎が揺らいで見えた。

「じゃあ、お仕置き……かな」

「んっ」

　すぐに唇が降ってきて、プリシラは柔らかな感触に目を閉じる。

　お仕置きという言葉に反応して、下腹部がきゅんと疼いた。

　初めから深く交わるキス。舌を絡めて唾液が混ざる音がいやらしい。わずかでも離れるのが惜しくて、息もできないくらいだ。

　キスをしながらお互いに身体を弄って、衣類を脱がしていく。

　やがて生まれたままの姿になると、二人はベッドへとなだれ込んだ。

「あんっ」

　胸の膨らみを揉みしだかれ、プリシラは身を捩る。

　すぐに尖って存在を主張する頂を摘み、オルフェオは彼女の首筋に唇を這わせた。時折強く吸い付いて痕を残しているのがわかる。

　だんだんと下りていく唇は、乳房の柔肌を啄んで揺らしていく。

　少しずつ中央に移動する熱に、プリシラの身体が期待で震えた。

「あ……」

　だが、オルフェオはプリシラを焦らしているのか、硬くなった先端には触れてくれない。その周りをくるくるとなぞるばかりだ。

「やぁ……オルフェオっ」

「どうしてほしいか言ってごらん。君の望みなら何でも叶えてあげる」

　なんて甘いお仕置き――いや、プリシラに自ら求めさせ、恥ずかしいことを口にさせることが罰なのかもしれない。

　オルフェオは舌を窄め、先端でちろちろと蕾の周りを舐めて、彼女を焦らしている。

「んんっ、な、なめ、て……ああっ」

　顔を横に背け、小さな声で懇願すると、赤い蕾はすぐに温かな口内に含まれた。

　硬くしこった部分を吸い上げられて腰が跳ねる。

　ちゅぱちゅぱと音を立てて乳房を吸うオルフェオは、片手を彼女の足の付け根へ伸ばした。

「あっ、あ……」

「もう濡れてる」

「やだ、言わないで」

　自分の身体がどうなっているかなど、よくわかっている。それを改めて教えられると、恥ずかしくて消えてしまいたくなる。

「じゃあ、触るのは？」

「あぁん、あっ、は――」

　性急に押し込まれた指に、プリシラの目の前に火花が散った気がした。

　キスと胸への愛撫だけで潤った場所は、彼の指をすんなり受け入れたけれど、その衝撃は大きい。

　オルフェオはゆっくりと指を動かし、中を探っている。

「あっ、そこ、はっ、ああ……ッ」

　すぐに彼女のいい所に指の腹を擦り付けて、快感を生み出す。

　オルフェオの巧みな愛撫に、すぐに達してしまいそうだ。

「あっ、待って……んん、オル、フェオ、あッ、私も……触りた……は、ン」

「触ってくれるの？　じゃあ、一緒にしてよ」

　せっかく思いを伝え合ったのだから、プリシラも触りたい。

　彼女の申し出に、オルフェオはふふっと笑って身体を起こした。そして、自身の昂りに彼女の手を導く。

「プリシラ、むこうを向いて」

「え……う、うん……」

　自分から言い出した手前、嫌だとは言えず、プリシラはオルフェオの言う通りに身体の向きを変えた。

　彼の身体を跨ぎ、目の前に聳え立つオスを掴んで手を上下させる。

　熱くて、大きくて……何度見てもドキドキしてしまう。

　自分の秘所を彼に見せ付けているような格好も、プリシラを煽っているのだろう。

「舐めて、プリシラ」

「……んっ、あ」

　言われた通り舌を這わせると、オルフェオも彼女の秘所に舌を伸ばした。

　腰を掴まれて、泉から溢れる蜜を舐め取られる。

　その快感に攫われそうになりつつも、プリシラは彼の昂りを離さない。

　先端を舐めると、そこに滲んだものの苦味が口に広がる。そのすぐ舌のくぼみをちろちろと舌でなぞり、さらに裏筋を舌全体で舐めた。

　何度か根元から先端までを往復した後は、大きく膨らんだ昂りを口内に収めて唇で扱く。

　喉の奥に先端が当たるくらい深く咥えてみたり、口を動かして扱いたりするうちに、熱塊は質量を増した。

「は……気持ち、いいよ、プリシラ」

「んん！　んぁっ、は、ダメ、そこ吸っちゃ――」

　夢中になっていると、オルフェオがうっとりと呟き、お返しといわんばかりに花園から顔を出した芽に吸い付く。

　一気に膨れ上がった快感に、プリシラは咥えていたものを離してしまった。

　軽く達して痙攣する身体は言うことを聞かず、プリシラはベッドに四つん這いになって浅く呼吸を繰り返す。

　そうしているうちに、オルフェオがプリシラの下から抜け出して、彼女の身体をそっとベッドへ横たえた。

　仰向けになって、覆いかぶさってくる彼を見る。

「我慢できなくなっちゃった」

「あんっ」

　膝を押し広げ、濡れそぼったところに昂りが擦り付けられた。

　プリシラの唾液で濡れたそれは、蜜を纏ってさらに滑らかに秘裂をなぞる。

「んっ、や、お、お願い。キて……」

　気持ちを伝えたせいか、いつもより快感が強く駆け巡る。我慢できないのはプリシラも同じだった。

　オルフェオの背に手を回し、彼を引き寄せる。

「あ、ああ――！」

　太く硬いものが、プリシラの中へ入ってくる。奥を目指して隘路を進み、ピタリと隙間がないくらい密着すると、オルフェオが長い息を吐き出した。

「プリシラ……」

「好きよ、オルフェオ。貴方のことが好き」

　プリシラは両足を彼の腰に絡め、抱きつく。

　オルフェオは緩やかに腰を動かしつつ、彼女の唇を求めてきた。
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「んっ、は……あっ、んんぅ」

　奥を小刻みに突かれ、下腹部に熱が溜まっていく。

　激しく揺さぶられているわけでもないのに、大きな快楽が生まれるのは、プリシラが彼を好きだと認めたせいなのだろうか。

　緩やかに律動を繰り返し、少しずつプリシラを高めようとしてくれているのだろうが、それでは足りない。

　もっと近くに、さらに強く、彼を感じたい。

「オルフェオ……もっと、して……？」

「っ、激しくすると、すぐ――」

「お願い。たくさん、していいから……」

　自分でもはしたないと思うほどに甘い声でねだっていた。オルフェオは息を呑んで、プリシラの膝を腕に引っ掛けた。

　そして、大きく腰を動かし、プリシラの中を大胆に探る。

　足を大きく開き、彼を受け入れるプリシラは、奥を穿たれるたびに仰け反って昂りを締め付けた。

「っ、プリシラ、それ、すごい……」

「あっ、ああ、あぁん」

　良いところを集中的に突かれ、嬌声が止まらない。プリシラはオルフェオの腕を掴んで悶えた。

「オ、オルフェオっ、好き……ああっ」

「ん、プリシラ」

　長く繋がっていたいという気持ちと激しく求め合いたいという気持ちがせめぎ合う。どちらも欲張ることができない身体を恨めしくさえ思った。

「あっ、あ……も、ダメ……はぁ、ああっ」

「プリ、シラ……イくよ？」

「……っ、うん」

　プリシラは頷いて彼に抱擁を求めた。オルフェオもそれに応えて彼女を強く抱きしめてくれる。

　こうしてぴったりくっつくと、二人の熱で溶け出して本当に一つになってしまいそうだ。

　オルフェオの動きが速くなり、絶頂へ向かって荒くなる呼吸が耳元で聞こえる。

「はっ、ああ……や、あぁあ――」

　ぞくぞくと次から次へと快感の波が爪先から頭の天辺まで伝わって、プリシラは息を止めた。

　快楽に蠢く彼女の中では、昂りが爆ぜ、白濁を奥に注ぎこむ。

「プリシラ……」

　グッと腰を押し付けられて、プリシラは再び彼の腰に足を絡めて引き寄せる。

　すべてを受け止めたい。心も身体も繋がったこの瞬間のオルフェオを感じたい。

　ぴったりと肌をくっつけると、彼の鼓動まで伝わってくるようで、プリシラは頬を緩めた。これが、幸せという感情なのだ。

　何度も経験してきたはずのことがとても新鮮で、やっぱり自分は新しい人生を生きているのだと思えた。

　新しい人生で、たまたま出会った前世に縁のある人物に出会い、また彼に恋をする――この気持ちは、新しいもの。

　二人が結ばれたのは、二人が作り出した、新しい運命だ。

















エピローグ












「ねぇ、オルフェオ」

「ん？」

「私たち、いつまで生まれ変わることを繰り返すのだと思う？」

　ふと、プリシラはオルフェオに問う。

　妻の隣で本を読んでいた彼は、それを閉じて彼女に向き合った。

「さぁ……いつまでだろう？」

「他の人はどうなのかしら？　私たちみたいに、何度も結婚するものだと思う？」

　プリシラの疑問を聞き、オルフェオはくすくすと笑う。

「それはわからないな。でも、僕たちは何度生まれ変わっても一緒になる運命だということはわかるよ」

　相変わらず運命に盲目的な彼の発言に、プリシラは眉根を寄せた。

「それこそわからないわよ。九回目はさすがにないわね。また貴方と同じ世界、同じ時代に生まれるかどうか怪しいと思うわ」

「八度も同じことが起こったのに？」

「同じじゃないわ。私はいつだって違う名の、違う人間としての人生を生きていたんだもの。今回だって、たまたまオルフェオに……」

　そこまで言って、夫が嬉しそうに頬を緩めていることに気づき、プリシラは口を噤む。

　すると、オルフェオは彼女が呑み込んでしまった言葉を促すかのように、プリシラの頬をツンと指で突いた。

「僕に……何？」

「なんでもないわ」

「意地っ張りだね。やっと僕との運命を認めてくれたと思ったのになぁ」

　だから結婚してくれたんでしょう、とオルフェオはプリシラの頬に口付けた。

「べ、別に！　私とオルフェオが結婚したのは、運命じゃないもの。私が私の意志で、オルフェオを好きになったから、そうしただけよ！」

　ぷいっとそっぽを向きつつ答えると、オルフェオが彼女を後ろから抱きしめ、肩に顎を乗せる。

「そうだね。プリシラは僕のことが好きだもんね」

「もう！　都合のいいところばかり拾わないで！」

　首を捻れば、オルフェオの唇がプリシラのそれを掠めた。

　軽く啄んだ後、唇を舌でなぞられて、プリシラは口を開いて彼の熱い舌を受け入れる。

　ゆったりと深く交わり、吐息を零しながら口付けを交わした。

「……次は……もしも次の人生がまたあるのなら……貴方とは違う夫を探すわ」

「ふふ。随分早い宣戦布告だね？　いいよ。受けて立とう。僕は、必ず君を探し出して捕まえるから」

　そんな、以前と変わらない言い合いをして、また唇を重ねる。

「覚悟して」

　そう言うオルフェオの瞳に混じる強い光に囚われているのだと感じながら……

　プリシラは彼に与えられる愛に身を委ねた。
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